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選手権特集号 

■須藤彰さんのMPGフライトが公式日本記録に。
8月4日、千葉県の須藤彰さんが、モーターパラグライダーの無着陸直線飛行日本記録
に挑戦。愛媛県重信町から徳島県鳴門市まで168.46km飛び、みごと記録更新に成功
しました。この記録は（財）日本航空協会に公式日本記録として認められ、須藤さんは
9月18日に東京都の航空会館で表彰されました。11ページにインタビュー掲載。
写真1：記録飛行にはいろいろな決まりがある。飛行宣言のボードを持って。

写真2：（財）日本航空協会の平沢秀雄副会長から賞状を授与される須藤さん。

■山崎勇祐さん・古川正司さんがFAIアワード受賞。
9月20日（空の日）に先だち9月18日に東京都の航空会館で（財）日本航空協会賞の表彰
式と国際航空連盟（FAI）アワードの伝達式が行われました。JHFでは、大阪府の山崎
勇祐さんがFAIハンググライディング・ディプロマを、青森県の古川正司さんがFAI
エアスポーツメダルを受賞することが伝達されました。山崎さんは1974年にハング
グライディングを始め、数多くのTV番組に出演して社会にスカイスポーツの醍醐味
をアピール。また「鳥人間コンテスト」の審判長を27年間つとめ、指導者、大会オーガ
ナイザーとしても活躍。フライトエリアの開発にも力を注ぎ、ハング・パラグライ
ディングの発展に寄与してきました。古川さんは1976年にハンググライディング活
動を開始。指導者としてフライヤーを育成し、青森県ハンググライディング連盟の設
立当初からその中枢的役割を果たしてきました。また「全国ニュースポーツフェス
ティバル」などの実行委員をつとめ、ハング・パラグライディングの体験教室を行い
普及活動を続けてきました。
写真3：FAI伝達式に出席した山崎勇祐さん、古川正司さん、朝日和博JHF会長（左から）。

■選手権は一段落、もうすぐ2003年競技が終了。
ポルトガルでのPG世界選手権、ブラジルでのHG世界選手権、長野県白馬村でのPG
日本選手権、そして茨城県八郷町でのリジットHG日本選手権（クラス5）とHG日本
選手権（クラス1）。この夏と秋は選手権が続きましたが、それも一段落。2003年のハ
ンググライディングシリーズとSPS（スポーツパラグライダーシリーズ）も終了しま
した。PGジャパンリーグは、11月22日～24日に徳島県美馬町で開催される「四国三
郎ジャパンカップ2003」が最終戦です。選手の皆さん、最後まで安全第一で頑張りま
しょう！
写真4：PG日本選手権のトップ3。左から只野、扇澤、川地各選手。

写真5：初めてのクラス5日本選手権トップ3。左から佐々木、板垣、境各選手。

■JHFは新団体設立に反対します。（詳しくは12ページをご覧ください。）
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 開催地・気候

　ブラジル内陸部の首都ブラジリア周

辺、海抜1000mの広大なフラットランド

を舞台に、24ヵ国111人の選手が、8月16

日から30日まで、2週間にわたり10タス

クを競い合いました。

　ブラジリア周辺の気候はとても安定し

ていて、湿度も低く非常に快適でした。ま

た、宿泊場所がメインゴールの近くなの

で、従来の世界選手権のように回収等で

夜遅くなることもなく、まさに世界選手

権を行うにふさわしいエリアであったと

思います。

　昨年のプレ大会をはじめ十分な大会運営

の経験を持つスタッフに、デニス・ペゲンが

加わり、大会オーガナイズは大きな問題点

もなく、とても素晴らしいものでした。

　唯一、気象条件が最高とはいえなかっ

たのが残念ですが、それでも193kmのタ

スクを含む10タスクをこなしたのですか

ら文句は言えないでしょう。

　日本チームは、昨年度も同じ場所での

ブラジル選手権、プレ大会に参加。今年の

代表チームも世界選手権が始まる2週間

以上前に現地入りして本戦に臨むなど、

過去に例を見ない準備をしました。グラ

ンドクルーは、私と高橋明さんが2台の

車を動かし、それに加えて江本克廣さん

のご厚意で回収などを手伝っていただき

ました。みんな経験豊富なので、回収でて

こずることもなく、毎日淡々と競技が行

われていきました。今にして思うと、淡々

とした毎日にもう少し変化をつけてあげ

るのも私の仕事ではなかったかと、若干

後悔しています。

 競技・戦術
　対地高度1000～2500m、テイクオフ時

間12時、スタート1時、サーマルの終了時

刻が5時過ぎという条件の中、毎日異なっ

たスタート方法＆タスクが組まれまし

た。タスクはショート（75km）～ロング

（200km）までで、全部で50箇所以上ある

ターンポイントの中から、その日の組み

合わせが選ばれ発表されます。

　選手が選出したタスクコミッティーに

アドバイザー的な役割で地元選手が加わ

り、比較的良いバリエーションに富んだ

タスク設定ができていたと思います。

　ただし、スタート方法は今回、ターンポ

イントへのエントリースタート、エグ

ジットスタートの両方が行われ、毎回

ターンポイントが変わるので、日によっ

てはポジショニングが難しく、時間にこ

だわり低高度でスタートしたり、後のス

タート時間にまわってしまうというよう

なこともままありました。ただ上位30人

前後は必ず最高の位置からスタートし、

レースを優位に進めていたのは確かで、

日本選手もスタートで失敗をすることが

ないように、もう少し経験を積んでいか

なければいけないと感じました。特に、今

回の条件下では中距離・渋めの展開にな

特集
 

選手
権 

報告：チームリーダー　郷田　徹

開会式会場に日本チーム勢揃い。 安定した力を見せてくれた大門。

第14回ハンググライディング世界選手権ブラジル大会

2003年8月16日～30日
ブラジル　ブラジリア

「世界」と10タスクを競い合って 「世界」と10タスクを競い合って 

広大なフラットランドの南北に長い台地からテイクオフする。
ブラジリアゴールは、台地の南西方向。約70km離れている。
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［個人］
１位 RUHMER Manfred オーストリア 8685点

２位 REISINGER Robert オーストリア 8314点

３位 BOISSELIER Antoine フランス 7887点

４位 NENE ROTOR Alvaro Sandoli

ブラジル 7881点

５位 SCHMITS Betinho ブラジル 7856点

６位 GEHRMANN Guido ドイツ 7761点

７位 GUILLEN Bruno フランス 7480点

８位 COOMBER Kraig オーストラリア　7372点

９位 SALDANHA Gustavo ブラジル 7251点

10位 WARREN Curt アメリカ 7156点

21位 大門　浩二 6719点

44位 鈴木　博司　　 5826点

54位 板垣　直樹 4981点

57位 平林　和行 4866点

67位 大沼　　浩 4088点

77位 安東　正夫 3589点

［国別］
１位 オーストリア 24944点

２位 ブラジル 24405点

３位 フランス 23964点

４位 イタリア 22449点

５位 ドイツ 22259点

６位 オーストラリア 21806点

７位 イギリス 21714点

８位 アメリカ 20799点

９位 日本 18998点

10位 スウェーデン 18247点

成　　績

るとスタートの失敗が致命的になり、各

国の選手を悩ませていました。

　とはいえ、日本チームは毎日必ず誰か

が最高の位置からスタートを切り、先頭

集団に入り後方に情報を送りながら進む

ということは確実にできていました。い

かに良いガーグルに入り選手個人のス

ピードを高め、その情報を共有するかと

いうことがキーポイントだったように思

います。

　大会後半、どうしても国別で優勝した

いブラジルチームの下位3選手が、残り

の3選手のために独創的なコース取りで

情報を送り続けましたが、残念ながら上

手く機能せず、逆にオーストリアチーム

他に上手く利用されたに過ぎませんでし

た。また、ある日、オーストラリアチーム

は全員最後のスタートタイムを選択し、

１人しかゴールできないということがあ

りました。

　そういった意味では、チームフライト

自体の質が問われており、機能しない局

面も数多く出てきているのが、昨今のコ

ンペシーンでしょう。現在のGAP方式の

スコアリングで失敗することなくコンス

タントに高得点を上げていくためには、

やはり

１）最良のスタートを切る

２）スピードのあるガーグルを利用する

３）コース上で単独にならない

の３点が大切だと思います。

　マンフレッド・ルーマーのように本当

に強い選手は、ここぞという時はガーグ

ルを置き去りにしてどんどん前へ、また

は独創的なコースを飛び1000点をたたき

出します。日本の各選手も、大門選手の

900点台をはじめ最終日の鈴木選手の2位

ゴールなど、実力的にトップグループに

接近してきています。大会中、日本の選手

に対する評価が、日々上がっていくのを

感じました。

　日本チームは最終的にスウェーデンを

抜き、国別順位の一桁復帰を果たしまし

た。ここから上の8カ国は、どの国をとっ

ても強豪ばかりですが、今回はまだ上に

いける手ごたえを感じました。更に上に

いくためには、選手ができる限り海外の

主要な大会に出て現在のトップ30人くら

いの集団の中で経験を積むこと、若くて

フィジカルの強い選手の強化及びチーム

入りなどを、現実的な問題として認識し、

実行していかなければならないでしょ

う。

　今回、長い期間中、日本チーム全選手が

事故や怪我もなく、国別で前回の順位を

大きく上回る成績を収めることができた

こと、世界のトップレベルに伍して競え

る自信がついたことなど、とても大きな

収穫だったと思います。

　最後に、JHF、今回スポンサーになって

くれた皆さん、ハングエイドのスタッフ、

現地で地上クルーとして活躍してくれた

皆さん、そしてインターネットなどを通

じ日本から多大な応援をしていただいた

皆さんに、心より感謝いたします。今後、

この世界選手権での経験を生かして、日

本のレベルをさらに世界に近づけるため

に頑張りたいと思います。

頭上のガーグル情報を送る郷田。

広い畑に次々と高速でゴールを。

首都中心地のゴールを高いビルが囲む。 レイジンガーは首位から2位へ。

トップ10の選手たち。

国別1位、オーストリアチーム。
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更に改良を重ねていった。それに伴い高

速フライト、それも殆どのグライドを時

速80km＋で飛ぶことに驚きを覚えた。日

本で飛んでいてもそんなこと（80km＋）

は稀にあるが、やはりコンディションが

そこまで良い日は、残念ながらあまり

無い。

　いつもながら海外でのフライトは約束

されたサーマルコンディションの下でし

こたま行われるので、ウームと思うこと

が沢山あるのだ。経験を積む意味で、コン

ペパイロットが海外に出て行く必要をあ

らためて強く感じた。特に若い人達には、

もっともっと経験して欲しい。しかし、日

本にいても意識を高めることにより、そ

ういった飛びも可能だと思う。私自身、今

後、国内においても高速フライトの領域

を更に広げて飛んでみたい。

三回連続、クラス1世界選手権を勝ち取ったマンフレッド。

安東　正夫
　1996年を最後に海外で

飛んでいなかったが、そ

の間に、いわゆるキング

ポストレス機が開発され

のルールとスピードに対応するというこ

とだ。ルールの変更後、生き残りゲームか

らスピード重視の競技になった。これに

対応するには、集団で飛べる力を身につ

け、集団の先頭を飛べる速さを持たねば

ならない。そのために機体コントロール

や「上げ」の早さ等の技術も高める必要が

ある。

　一日の競技の中で大切なのは、少ない

勝負どころをいかに活かし、それ以外で

はいかに我慢できるか。具体的には、多様

化するスタート方式に対応し的確なポジ

ション取りをできるようになることも今

後の課題だ。

　世界選手権を目指す皆さん、更に技術

や精神力を高め、個人10位以内入賞、チー

ム5 位以内という目標を持ち、次回の

オーストラリアに挑みましょう。僕も頑

張ります。

板垣　直樹
　今回特に感じたこと

は、僕や日本チームに必

要なのは、長期にわたる

競技に慣れる、そして今

とに感謝しています。グライドするコー

スの選択ミスやスピードコントロール緩

急の調整ミスなど、数え切れないミスの

繰り返しでした。そんなミスの繰り返し

と反省によって精神状態も安定せず、滞

空時間と大きな大会の参加経験の少なさ

を実感しました。

　これから沢山の経験を積み、上手くで

きなかったことを忘れずに練習すること

がステップアップにつながると信じ、飛

び続けます。

大沼　浩
　世界選手権の前に行わ

れたブラジルナショナル

ズにも参加し、1ヶ月間を

超えるブラジル滞在でし

権以来4年ぶりで、最近のグライダーの

性能向上による更なる高速化についてい

けるか正直不安でした。結果は44位と満

足できるものではありませんでしたが、

最終日に2位に入るなど、自分の飛びさ

えできれば充分に上位に食い込むことも

できると確信できました。チームとして

も9位と、前回の14位を大きく上回り、ミ

スをせず自分たちの飛びができれば、さら

に上位を狙えるとメンバー全員が感じて

いると思います。

　次の世界選手権まであと1年あまりし

かありませんが、是非出場し、個人・チー

ムとも上位入賞できるよう努力していき

たいと思います。

鈴木　博司
　世界選手権の出場は今

回で4回目となりました

が、海外での大会は1999

年のイタリアの世界選手

今年はウクライナで機体調整を行い、再

びブラジルナショナルズでコンディショ

ンの把握と調整を行った。世界選手権で

は、自分の思っていた通りに飛べた日も、

そうでない日もある。考えていた以上に

大門　浩二
　今回の世界選手権で結

果を出すために、昨年の

ブラジルナショナルズと

プレワールドに出場し、

た。世界選手権が始まり、上手く飛べない

辛さ、悔しさで毎日悩みましたが、終わっ

てみれば大変素晴らしい経験ができたこ

良かった日もある。運や不運もあっただ

ろうが、この結果が、今回の世界選手権に

対して自分がやってきたことの結果だ

と、素直に受け入れることができる。チー

ムリーダーをはじめ、たくさんの応援、支

援のおかげで、十分に競技に集中できた

と思う。

　これから先、更に上を目指すにはこれ

までのやり方では無理だと思う。もっと

もっとレースコンディションの経験を積

み、気象判断やコース選択、タイミングな

どの判断能力を高めたり、より強いリフ

トを判断して早く上昇し、グライダーの

調整や操縦能力など、全ての一つ一つの

ことについて、より高いものを目指さな

ければならないことを痛感した。

　今回、あるいはこれまでに自分が経験

して得たものは、少しでも多くのパイ

ロットにフィードバックしたいと思う。

平林　和行
　今回の世界選手権、確

実に世界との差は縮まっ

ている中で、私個人がも

う少し上位にいけない理

由は、条件に対するバランス。今回のブラ

ジル（世界全体で）は、タスク設定におい

て日本国内ではなかなか行われないアゲ

ンストレグが必ず入り、そこでの駆け引き

に今回は負けたような気がします。

　アゲンストでもフォローでも、行く！上

げる！　これ以外にもありますが、このバ

ランスがまだ自分の中で確立されていな

いようです。

　海外でだけでなく、国内での競技にお

いてレベルを上げるには、今回のような

タスクは条件的に日本に適しているの

で、タスク設定のレベルを上げて、あらゆ

る経験値を上げること。後はスピードへ

の更なる意識、その中での確実性。これは

日頃の練習においても当てはまります。

近くはなったけど、細かなことでまだま

だやることは沢山あります。
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友澤一成、有終の美。
 第8回全日本学生PG選手権

報告：千葉大学　佐島　佳穂子　東京工業大学　小口　傑
2003年9月9日～12日
栃木県宇都宮市 スカイパーク宇都宮

　9月9日からの4日間、スカイパーク宇

都宮でパラグライディングの学生選手権

が開催され、全国から1st（P証）クラス26

人、2 nd（NP証）クラス15人の選手とス

タッフが参加した。

　これまで、学選は毎年悪天候に阻まれ

ており、今年も異常なほどの冷夏であっ

たが、大会期間中は夏真っ盛りとも思え

るほどの快晴。四日間まるまる成立し、学

生の熱気とともに大きな盛り上がりを見

せた。

■9月9日（火）
　晴れ、南東の風2～3m/s。

　まず、ランディングでの受付を済ませ

た選手から、モノラックに乗ってテイク

オフへ。朝から青空が広がり、選手たちの

間には期待感とともに緊張感がひろが

る。この日は、世界を舞台に活躍する日本

の代表的選手の宮田さん、山下さん、城所

さんが特別ゲストとして参加。豪華な顔

ぶれを乗せたモノラックがテイクオフに

到着すると、学生たちの間からは大きな

歓声が上がった。

　テイクオフでの開会式、村上選手によ

る選手宣誓、競技説明を終え、ブリーフィ

ング。午前中からソアラブルだったので、

1stクラスからのスタートとなった。

14.5kmタスクでスピードラン形式。焦ら

ず沖のパイロンを取った4人がゴール

し、筑波大の木下選手が46分で初日首

位となった。続いての2ndクラスはデュ

レーションで、最も長く飛んだ福井県立

大の大西選手は約2時間。両クラスとも

熱い幕開けとなった。

■9月10日（水）
　晴れ、南東の風強め。

　早朝はもやがかかるも、テイクオフに

着いた頃には強い日差しが降り注いでい

た。この日はだんだん風が強くなる予報

が出ており、1stは学生大会としては初の

レーストゥゴール形式がとられる。タスク

距離は14.5km。前日同様スタートは1st

そして2ndの順。1stの各選手は積極的に

パイロンを取りに行ったが、予報どおり

の強風に阻まれてなかなかゴールに到達

できない。前日トップの木下選手がゴー

ルしたかに見えたが、残念ながらGPSセ

クターアウト。結局、サブランディングに

下ろした選手が最高得点を取った。サブ

ランディングまで届かずアウトする選手

も多く、状況判断が勝負の分かれ目と

なった。

　2ndは初日同様、デュレーション。みな

滞空時間をのばすが、強風にまかせて尾

根の裏に流れてしまう選手が続出。無線

で何度も注意が促されるが、どんどん風

が強くなり、これ以上続けるのは危険と

みなされ14：30にキャンセル。最長タイム

は3時間だった。

■9月11日（木）
　晴れ、東の風。

　曇りの予報に反して朝から晴れたもの

の東風（サイド）で、ブローの瞬間を見計

らってのテイクオフ。1stは10.4kmのス

ピードラン。8人がゴールし、積雲の発達

を読み切って17分でまわった中央大の小

林選手が3日目のトップに。条件が渋い

時間帯に出てリフライトを余儀なくされ

た選手もいた。

　2 ndはテイクオフの風に悩まされた

が、ほぼ全員がテイクオフし、デュレー

ション最長タイムは約1時間。みな手堅

く飛んで点を稼いだ。

　この日の夜はレセプションで、雨にも

負けずに再び盛り上がった。

■9月12日（金）
　晴れ、南東の風。

　大会最終日にふさわしい好条件とな

り、暑く日差しも強かった。1stはレース

トゥゴール形式、11.4kmのパイロンレー

ス。二十数機のグライダーがひとつの

ガーグルを組み、一斉にスタートする光

景が見られた。上位を狙う選手はどこで

勝負に出るかが勝敗の鍵となった。

　それぞれの選手が健闘、おもしろい

レースになった。結果は最後の最後まで

予想できず、トップゴールの友澤選手は、

勝利が解った瞬間こぶしを握りしめ、ま

わりの選手も表彰台に向かう姿に大きな

拍手を送った。2位の山下選手との差は

20点と僅差で、友澤選手は「学生生活の最

後に有終の美を飾れてほんとうにうれし

い。」と喜びを語った。

　2ndはソアラブルな条件が続き、ラン

ディングクローズまで飛び続ける選手が

続出。長時間集中力を保って飛び続け、渋

い条件でも粘り抜いた大西選手が勝利を

手にした。

　学生選手権8回目にして初の4本成立、

長丁場ならではの駆け引きも楽しめ、中

身の濃い大会となった。その反面、怪我人

こそ出なかったものの、トラブルを起こ

してしまった選手、安全意識の低い選手

が目立ち、課題の残る大会でもあった。今

後、学生連盟は学生フライヤーの技術向

上だけでなく、安全意識の向上を目指し

て活動していきたい。

選手ブリーフィングでタスクが発表される。

4本成立。選手もスタッフも頑張った。

学生No.1をめざして、テイクオフ。

1stクラス表彰。左から2人目が友澤選手。

［１st］１位　友澤　一成　千葉県　日本大学 3409点

２位　山下　広輔　東京都　武蔵工業大学 3391点

３位　村上　亜希　東京都　中央大学 3052点

［２nd］１位　大西　康彦　福井県　福井県立大学
２位　近藤　喜成　福島県　いわき明星大学

３位　小林　康雄　青森県　弘前大学

［団体］１位　EPO（日本大学）
２位　AIOLOS（筑波大学）

３位　ZEPHYR（京都大学）

成　績

特集
 

選手
権 
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扇澤郁、掴み取った運と勝利。
   2003年パラグライディング日本選手権 in 白馬
2003年9月19日～23日
長野県白馬村八方尾根スカイステージアルプ

　日本海側に停滞していた寒冷前線は、

太平洋高気圧の減衰とともに南下し雨を

もたらした。前線通過後は晴れて北風に

なるのが常だが、追い打ちをかけるかの

ように台風15号の通過。雨、雨、そして雨

と続き、大会成立が危ぶまれた白馬八方

尾根スカイステージアルプの日本選手

権。残り2日間と追い込まれ、台風の影響

が残る北風と天候回復の萌しである南風

とのせめぎ合い。あと数時間天候の回復

が遅ければ、「1本」選手権となるところ

だったが、2本の競技が成立した。

■9月22日　タスク1　スピードラン
　台風一過、雲ひとつない晴天に恵まれ

た長野県白馬村。青空をバックにそびえ

る白馬連峰は美しく雄大だ。台風の影響

を受けて強めの北風がなかなかおさまら

ず、テイクオフでウェイティング。風の息

が広がり始めた13：30を過ぎて20kmのス

ピードランが発表された。八方ゴンドラ

山頂D02（1393m）をテイクオフし、八方

尾根下にあるゴンドラ乗り場B06（779m）

がデパーチャー。北尾根レストハウス

B18（1214m）、谷を渡り飯森リフト降り場

B22（1230m）、五竜ランディングA35

（735m）、47ゴンドラ山麓駅B09（815m）の

約10kmの三角パイロンをこなしたあと、

再び飯森、47を往復、そして5kmほど南

下し、ガクモヶ原ゴール。

　案の定、スピードランによるスタート

の牽制と、思うように高度を稼げず、なか

なかスタートを切らない。ショートタス

クとはいえ、午後のスタートだ。早くス

タートを切らなければ日照のタイムアッ

プもある。そんな中、飛び出したのは1995

年選手権者の柏倉。上がりは1300mピー

クとテイクオフレベル以下だが、沈下が

少ないとの判断でフォーティセブンの尾

根に向けて低い高度でグライドを始め

る。その姿を扇澤が追う。単独スタートを

切った2人を只野、辻、宇治山、上山、川地

らの集団が追う形でレースが始まった。

　北風が吹き込む白馬一帯は、北斜面に

つけばリフトはある。そのリフトを見越

ファーストパイロンへ向けて一斉に。

ゲートオープンと同時に次々とテイクオフしていく。

日本では珍しい50km級タスクがスタート。 フライトの申告はすべてGPSで行われる。

八方兎テイクオフでのブリーフィング風景。

タスク1のガクモが原ゴールに60名が到達。
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して、低い高度ながらも確実にパイロン

をクリアしていく柏倉と扇澤。両名がス

タックしようものなら、後続の集団が呑

み込もうと一段高い位置で待ちかまえ

る。序盤こそ上がりが渋く風も強めだっ

たが、レース後半にかけては風も穏やか

になり、上がりも1500mを越えるように

なる。

　ワンミスがあれば逆転劇も考えられた

が、タスクは20kmのショート。先行した2

人の読みは的中し、スタートの順にゴー

ルメイク。柏倉曰く「サーマルピークが

1200mから1300mと思いの外上がらず、

スタートを切らざるをえなかった。サー

マルは全体的に弱く、プラス1.5mくらい。

しかも流されるので、ほとんど上げずに

廻った」。

　一方、扇澤は「テイクオフ前が渋かっ

た。まず最初にD18を探りに行き、トップ

で柏倉がスタートを切った。そのサーマ

ルに一緒に入り、先にガーグルが3 本

たったので、リフトがあるのを確信して

そのままスタートを切った。柏倉が良い

ダミーになった。今日は上手くいったん

じゃないかな」。

　北風が懸念されたタスク1は、103人中

60名がゴールする好タスクとなった。

トップは37分の扇澤。続いて39分の只野、

41分の川地。柏倉は先行のリスクを負い

ながらも44分で5位に食い込んだ。

■9月23日　タスク2　レーストゥゴール
　白馬一帯は晴天の南風、午後になれば

高層の雲量が増すとの予報で最終日は始

まった。

　勝者の条件は、テクニック、レースの読

み、そして運。全てを掴んだ者が勝利を手

にすることができる。運を掴むのも実力

のウチなのだ。タスク2はまさにその運

を掴み取ったものが生き残るサバイバル

レースであった。

　発表されたタスクは50.6km。八方兎テ

イクオフ（1589ｍ）、プレパイロンの八方山

麓（A33）から、スタートは飯森リフト。再

び八方に戻り、南約10kmに位置する佐野

坂アンテナとテイクオフを2往復し、テイ

クオフ北にある白樺レストハウス、栂池ラ

ンディングがゴールのロングタスク。

　全機が広げられた八方兎テイクオフは、

ゲートオープンと同時に次々と選手を空

へ送り出し、30分もするとカラになる。

　レース序盤。スピード、レースの読み共

にトップの只野、川地がレースを引く。

ゴールレースは鼻差でも先に出ればい

い。タスク1の結果から、トップに出るに

は兎にも角にも扇澤より先にゴールを切

らなければならない。只野、川地、伊澤は

トップを狙える圏内にいる。その後には

柏倉、小幡、高木が800点台で続く。日本選

手権は勝者以外に意味はない。皆の狙い

はただひとつ、勝利だけなのだ。

　ドラマは一度目の佐野坂で始

まっていた。少しずつ雲量が増え、

時折オーバーキャストしてしまう

難しい状況下。慎重にレースを進

めるトップ集団に、容赦なく篩い

がかけられる。その中にはまさか

の扇澤、宮田が含まれ、戦列から遅

れることになる。

　佐野坂をクリアし、トップでテ

イクオフへ戻ってきたのは、川地、

只野、上山、高木を含めた集団。雲

が時折空を覆うが、選手たちは少

しでも先へと2度目の佐野坂へ向

けて駒を進めていく。やがて白馬

の山々は全て陰に入り、大気は沈

黙し、完全にレースは終わったか

に見えた。が、3機だけが生き残っ

ていた。戦列から遅れをとったは

ずの扇澤、宮田、水沼だ。

　ほんのわずかポカリと空いた雲

の隙間から柔らかな日差しが八方

尾根にふりそそぐ。小さなリフト

で粘っていた扇澤と水沼はラスト

チャンスを掴み、テイクオフをトップア

ウトするまで高度を上げる。宮田も五竜

前で高度15mを切りながらも上げ直しに

成功しレースを続行。まさに勝利に対し

て最後まで諦めなかった者が掴み取った

運といえよう。既に川地、上山、只野は佐

野坂付近に降り、復活を遂げた3名を除

くパイロットは皆レースを終えていた。

　扇澤、宮田、水沼だけのレースが再び始

まる。3名は合流しては離れ、また合流を

繰り返し、2度目の佐野坂へ向けてゆっ

くりと進む。しかし、一度は窮地を脱した

ものの、午後の傾いた日差しは再びサー

マルを生むことができず、復活の3名も

佐野坂付近へランディングを余儀なくさ

れる。

　この日のトップは34kmの川地。続いて

33.9kmの扇澤と上山、33.7kmの只野と宮

田、33.5kmの水沼の順。2本合計で、タス

ク1ではトップタイムを叩き出し、タス

［総合］　１位　扇澤　　郁　富山県 1997点

　　　　２位　只野正一郎　兵庫県 1931点

　　　　３位　川地　正孝　神奈川県 1873点

　　　　４位　宮田　　歩　茨城県 1754点

　　　　５位　柏倉　　剛　山形県 1703点

　　　　６位　水沼　典子　栃木県 1673点

　　　　７位　上山　太郎　大阪府 1651点

　　　　８位　伊澤　　光　東京都 1625点

　　　　９位　酒井　節夫　秋田県 1588点

　　　　10位　高木　弘志　愛媛県 1587点

［女子］　１位　水沼　典子　栃木県 1673点

　　　　２位　増子　友美　東京都 1027点

　　　　３位　谷村　淳子　千葉県 787点

ク2は起死回生の復活劇を見せた扇澤郁

が二度目の日本選手権者となった。2位

は只野正一郎。川地正孝は3位に終わっ

た。

　2本のタスクを終え日本選手権は無事

に終了した。競技キャンセルが続く中で

も、日本代表選手による世界選手権の報

告会や自転車レースなど、参加者を飽き

させないオーガナイズ側の配慮があっ

た。また、あいにくの天候であったが、パ

ラグライダータンデム体験会、熱気球体

験会、ライブイベントと、訪れた観客を喜

ばせるイベントがあり、会場には多くの

笑顔があふれていた。天候に左右されて

しまうパラグライディングだが、こう

いった細やかな配慮があればこそ大会の

成功につながるのだろう。　　（敬称略）

成　　績

佐野坂アンテナからのトップリターンは只野正一郎。

左から水沼、柏倉、宮田、只野、扇澤、川地。

女子トップ3。左から増子、水沼、谷村。
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選手
権 板垣直樹、初代クラス5チャンプに。
 リジットハンググライダー日本選手権 in Ibaraki 2003
2003年9月19日～23日
茨城県八郷町 エアパークCoo

タスク2。境がテイクオフした。まずは右方向の筑波山で高度を稼ぐ。 選手権とも思えぬ和やかな雰囲気でタスクを検討。

クラス5直線飛行距離記録を持つ佐々木が飛び立つ。

タスク1。スタンバイしてダミーの動きを見る板垣。

　真夏のような暑さの後ろに台風が控え

る9月19日、今春のパラグライディング

ワールドカップの舞台となったエアパー

クCooで、日本最初のリジットハンググ

ライダー（クラス5）日本選手権が幕をあ

けた。

佐々木、粘り勝ち。

　青空はあるが雲量が多く、遠くは白く

靄っている。最高のコンディションとは

言い難いけれど、まずは初日の競技成功

をめざそうと組まれたタスクは、60.6km

のスピードラン。西テイクオフから山並

に沿って北上、8km離れた雨引鉄塔が第

1パイロン。そこから西の平野部に出て

鬼怒川大橋パイロン、日本コンクリート

パイロン（下館）をとって、山の麓に戻り

真壁の城跡にゴール。雨引鉄塔5km圏内

にエントリーした（入った）ところからス

ピードレースが始まる。

　いつもはパラグライダーが並ぶ整備さ

れた芝生の斜面に、スッキリ美しい固定

翼機……数十機が翼を列ねたら、さぞや

壮観だろう。それらが一つのガーグルで

上昇していくのは素晴らしい眺めに違い

ない。来年にはそんな光景をぜひ見たい

ものだ。

　パっとしない色の空にテイクオフした

選手たちは、ほぼ一団となってジリジリ

高度を上げる。雲量はいよいよ増して、苦

しいコンディションだが粘りに粘る。し

かし、タイミング悪く空はすっかり曇っ

てしまった。山沿いにリフトを昇りつめ

た板垣、塩野、古坂、境、吉田が、これまで

とばかりに平野へグライドを始め、ひた

すら真直ぐ進んでいく。途中でリフトを

ひっかけることができれば、何とか鬼怒

川大橋まで行けるのではと期待したが、5

機は高度を使い果たして次々にランディ

ングしてしまった。

　一方、独自の選択をして5機と別れた

佐々木は、山肌をなめるように往復しな

がら、板垣らのグライドを見ていた。自分

の高度は先行5機とほとんど変わらず、

前方のコンディションはよくない。それ

なら、もっといいタイミングを待とうと

決断。1時間近くリッジにはりつき、グラ

イドに移る好機を狙う。他の選手全員が

降りた後、空が少し明るさを取り戻した

ところで、山を離れる。平野に出てからも

リフトをていねいに拾い、20.6km地点ま

で引っ張った。先行組と同じぐらいは飛

べるだろうという感覚だったが、5機の先

頭だった板垣の距離を1.3km上回り、記念

すべき第1回選手権の初日首位を獲得。

佐々木の粘り強い飛びに一同脱帽し、ま

ずはタスク1を終了した。

板垣、勝利に独走。

　20日、21日、22日は残念ながら台風のた

め競技できず、1本フライトのまま最終

日を迎えた。長野県で同時に開かれてい

るパラグライディング日本選手権も22日

だけ競技が成立との情報が入る。どちら

も今日飛べて、日本選手権者が決まれば

いいが……。しかし茨城の空はいまひと

つ。晴れ間はあるものの雲量が多い。

　コンディションをにらみ決定されたタ

スクは、53.1kmのスピードラン。霞ヶ浦を

望む東テイクオフを出て、南側の筑波山

麓駐車場から3km圏内イグジット（出る）

スタート。テイクオフ北側の燕山鉄塔パ

イロンを経た後、初日同様、日本コンク

リート、真壁城跡ゴール。

　初日1位、佐々木の得点は118点。2位板

垣は113点、3位塩野が93点。点差は僅か。

「日本一の座」に誰がつくか、まだまだわ

からない。

　どんより曇った空に飛び立った選手た

ちは、筑波山で高度を上げ、テイクオフ地

点のほぼ真上でスタートを切った。山沿

いに燕山鉄塔をとりに行き、そこで平野

部に出るタイミングを窺う。青空が戻っ

てきたが、上がりは鈍い。皆が粘るなか、

吉田が1機グライドを始めた。強い風を

背負って距離をのばし、日本コンクリー

トをクリア。佐々木、板垣ら、山に残った
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　9月23日、ふたつの日本選手権が5日間

の会期を終え幕を閉じた。長野県白馬村

と茨城県八郷町、表彰台のてっぺんに

立った3人に、選手権を振返って、また今

後の競技への心意気などを、話しても

らった。

パラグライディング日本選手権者

扇澤　郁 （オウギサワ カオル）

　2000年くらいから調子が上がり始め、

そのうちまたタイトルを取れるかなと

思っていました。

　今回、只野正一郎が良い飛びをしてい

たので、本来なら正一郎かなと思ったの

ですが、結果は僕ということで。（笑）

　タスク2は序盤に仕掛けて失敗しまし

たが、最後しぶとく追いついたというだ

けです。タスク1のアドバンテージが大き

かったかな。

　一本一本ベストの飛びができればいい

のですが、日本選手権のように長期間の

レースになると、心理的な要素が多々あ

りますね。

　若手でイイ飛びをしている連中もトッ

プにいます。タスク2のような大きなタス

クが組まれれば、国内のレベルも全体的

に上がっていいと思います。

パラグライディング日本選手権女子優勝

水沼  典子 （ミズヌマ ノリコ）

　タスク1は自分のリズムに乗りきれず、

思い通りのフライトができませんでし

た。ですから、タスク2では誰よりも楽し

いフライトができるよう心がけました。

　単独でフライトする状況が多いなかで、

扇澤さんと合流して一緒に飛べたこと、

またタンデムフライトからの声援を受け

たこともあり、とても楽しいフライトが

できました。

　終わってみれば日本選手権女子のタイ

トル。やっぱり嬉しいです。自分の飛びと

サーマルの見切りを早くすること、楽し

いフライトを意識した結果ですかね。国

内でもまだまだ私より上位の人がいます

ので、もっともっと上を目指し、次の世界

選手権に向けて結果を出していきたいと

思います。

リジットハンググライダー日本選手権者

板垣  直樹 （イタガキ ナオキ）

　今回は気象条件がよくなくて、誰が勝

ってもおかしくない状況で、たまたま2本

いいのが揃った僕が運良く優勝した、と

いう感じです。

　ゴールできるような好条件の大会だっ

たら、それなりのタイムを出す自信があっ

たので、コンディションがよければ、もっ

といい結果を残せたんじゃないかなと

思っています。来年、今回のメンバーはも

ちろん、たくさんの選手を集めて、もっと

いいタスクで、またチャンピオンになれれ

ばいいですね。その前に、クラス1の日本

選手権でも優勝して、グランドスラムを狙

いたいところです。

　クラス5のハンググライダーは、いま国

内に100機以上あります。競技も含め、い

ろいろな意味でクラス5が盛り上がると

いいですね。

　足尾山のようにクラス5が多いエリア

では、今まで飛んでいなかった空域をみ

んなで開拓するなど、高い性能を生かし

て、エリアのポテンシャルを引き出して

います。でも、クラス5が少ないところで

は、まだまだ本来の実力が認められてい

ないようです。クラス5はコントロールが

楽なだけではなく、すごく性能がいいの

だということを、競技を通じて多くの人

にアピールしていきたいと思います。そ

のためにも、ひとりでも多くの選手に参

加してもらいたいですね。クラス5機で飛

ぶ人間のひとりとして、皆さんのご協力

をお願いします。

「日本一」を勝ち取った3人からひとこと
扇澤　郁 水沼　典子 板垣　直樹

チャンピオン決定！！ 
 

チャンピオン決定！！ 
 

選手たちはなおも粘るが、状況はまった

く好転せず。

　最初にゴールした者がチャンピオンに

なる。しかしコンディションはよくない。

選手の葛藤が眼に見えるようだ。

　ついに板垣が「僕が出ないとどうしよ

うもない」と心を決める。先頭をきってグ

ライド、他選手を引っ張る形になった。

　追われる立場の佐々木は「勝つために

は皆と同じではいけない」と考え、条件の

変化を見逃すまいと眼を凝らしながらジ

ワリジワリと高度を稼ぐ。1000m近くに

なったところで山を離れ、西へ。途中かな

り下がったが上げ直して日本コンクリー

トをとる。しかし遠回りのコースをとっ

てしまい、37.6km地点にランディング。2

本トップの勝利は成らなかった。

　先行した板垣は固定翼ならではのス

ピードに乗って一人グイグイと前進し、

パイロンをとる。そのまま勢いを保って

ゴールしてほしかったが、コンディショ

ンがそれを許さなかった。結果は39.1km

で、この日のトップ。793点を獲得して佐

々木を凌駕、初代クラス5日本選手権者

の座を勝ち取った。

　初めてのクラス5日本選手権は、こう

して幕を閉じた。エントリー僅か11名の

大会ではあったが、見る者はクラス5の

高性能と幅広い可能性を実感することが

できたはずだ。

　来年の日本選手権には、もっともっと

多くのパイロットが参加し、さらにクラ

ス5の実力を引き出してほしい。せっか

くの高性能を眠らせておくのは、あまり

に惜しいではないか。

　来年6月にはオーストリアでクラス5

世界選手権が、クラス2、クラス1女子の

世界選手権とともに開催される。板垣を

はじめとする日本選手の大いなる活躍を

祈ろう。　　　　　　　　（文中敬称略）

入賞者たち。左から吉田、佐々木、板垣、境、塩野、古坂。

１位　板垣　直樹　茨城県　916点

２位　佐々木弘道　千葉県　897点

３位　境　　卓史　東京都　879点

４位　塩野　正光　栃木県　876点

５位　吉田　雅則　埼玉県　854点

６位　古坂　学俊　茨城県　688点

成　　績

撮影：山本昌明
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安 全 講 座  

　事故がなくならない。

　これまでに発生した数多の事故から、

私たちは十分すぎるほどの教訓を得てき

たはずだ。なのに同じ過ちをまた繰返す。

何度でもいうが、事故はあなたから多く

を奪う。身体の自由を、時間を、お金を、仕

事を、そして、ときには命までも。

　今年は9月末までに5件の死亡事故が

国内で起きている。……これを読んで、あ

なたはどう感じただろう。「悲しいことだ

が『遠い世界』のできごとだ」と思ったと

したら、それは大間違いだ。ハンググライ

ディング・パラグライディングは、刻々と

変化する自然のなかで楽しむもの。しか

も空を飛ぶのだ。あなたが事故の当事者

に「絶対にならない」という保証は、どこ

にもない。

　初級者のなかには、びっくりした人も

いるだろう。そんな危険なことを始めて

しまったのか、と。そう、このスポーツは

危ないのだ、あなたが「自分だけは絶対に

大丈夫」と思いこんでいるなら。

　誰でも怖い思いや痛い思いをするのは

イヤに決まっている。自分が事故を起こ

すことによって、家族や友人、フライト仲

間やインストラクターがどんなに心を痛

めるかを考えたら尚更だ。

　ならば、事故を起こさず、いついつまで

も楽しく飛び続けるために何が大切か、

想像力を総動員して考えよう。

　いつも地上で生活している人間が鳥の

ように空を飛ぼうというのだから、これ

はたいへんなことだ。機体性能がよく

なって簡単に滑空できるため、勘違いを

しがちだが、人間は鳥のように本能で飛

べるわけではない。生まれつき脳に組み

込まれていないことをするからには、常

に学習を続ける必要がある。

　スクール段階では、ひとつひとつクリ

アしていくべき明確な課題があり、練習

生は一人前のパイロットをめざして、離

着陸や旋回の技術を身につけ、知識を吸

収していく。

　しかし、晴れてパイロット証を取った

後はどうか。あなたが「これで技術も知識

も十分」と考えているとしたら、それはか

なり恥ずかしい間違いだ。技能証は車の

運転免許証と同じ。その指定した範囲内

で飛ぶ能力を持つと記しただけのもの。

パイロット証を取っても、ひとりで飛ぶ

のに必要なレベルまで達したというだけ

のことなのだ。

　安全に飛び続けるためには、一人前と認

められてからも、練習生時代の何倍もス

テップアップの努力をしていかねばなら

ない。飛ぶ度にコンディションは異なる。

学習しても学習しても「終わり」はない。

　グライダーやハーネスなど機材は進化

している。飛行性能だけでなく安全性も

向上している。機材はどんなに大切に

扱っても経年劣化し、性能を新機材のそ

れに等しくすることもできない。ある程

度使ったら買い替えるしかないのだ。し

かし、フライト機材は安いものではない。

景気低迷が続く現在、あなたが「遊び道具

に大金はかけられないなぁ」と思ったと

しても無理はない。

　物を大切に使うのは美徳である。旧型

機で誰よりもいい飛びをすれば、皆の賞

賛を浴びる。しかし、それでも、やはり古

すぎる機材には別れを告げるべきだ。

メーカーの宣伝をするわけではないが、

たまにしか飛ばない人は特に、安全性の

高い新しいモデルを使って、自分自身の

安全係数を高めるべきだろう。

　ベテランパイロットが注意すべきは、

自分自身の経年劣化だ。体力を保つ努力

をするはもちろん、常に新しい情報に目

を向け、安全に関する意識を高めていか

ねばならない。かつてあなたがインスト

ラクターに教わったことは、その当時の

技術や知識だ。様々な進歩に取り残され

ないよう、積極的に「外」に出て行こう。

　大会は情報入手に最適の場だ。新機材

の実物を見ることもできる。競技に参加

する気がないなら、よそのエリアに飛び

に行くだけでも学ぶことがあるはず。逆

に、草大会などを開いて他エリアのパイ

ロットを招き入れ、情報交換してもいい。

　いつものエリアという井戸の中で一番

を誇るのもいいだろう。しかし、大海を知

らない古蛙になってはいけない。

　練習生だけでなくパイロットでも他人

（教員やベテランパイロット）に頼りすぎ

る傾向が、強くなっているようだ。他の意

見を謙虚に聞くのはいいことだが、まず、

自分で判断する力を養わねばならない。

　そのためには、やはり学習あるのみ。

「マニュアル外」のことが起きた時でも冷

静に対処できるように、新しい知識を仕

入れ、飛行技術を磨く。機材が進歩した

分、以前より短期間の練習で広範囲のフ

ライトができるようになった。知識や技

術が機体性能に追いつかないのでは、

もったいないし、危険でもある。

　ハンググライダー・パラグライダーは、

一度離陸したら途中で止まれない。予想

外の何かが起きても、ブレーキをかけて

ゆっくり考える暇はないし、誰も操縦を

交代してくれない。空中で頼れるのは自

分だけなのだ。このスポーツを楽しむ者

は、決してそれを忘れてはいけない。

 ■井の中の蛙になってはいけない。

 ■安全のために新しい機材を使う。

　最近、スパイラルの危険性について話さ

れることが多い。それというのも、いくつか

のパラグライダーは、急速でタイトなスパ

イラルに入れた場合、パイロットの操作な

しでは通常の滑空状態に回復しないといわ

れるからだ。

　雲の吸い上げから逃れるときなど、スパ

イラルは有効な降下方法だが、アクロバ

ティックな操作方法であることに変わりは

ない。機体性能・特性を十分に把握したうえ

で、適切な指導を受け、どのようにスパイラ

ルに入れ、また抜け出すのかを理解してか

らでなければ、実行してはならない。見よう

見まねでやってみる前に、それがどんなに

大きなリスクを伴う行為か、じっくり考え

てみるべきだ。

　たとえDHV等の「お墨付き」のグライ

ダーでも、評価を鵜のみにするのは間違い

だ。あなたがテストパイロットの誰も経験

したことのないような超弩級の窮地に陥っ

たとしたら？　誰が「絶対大丈夫」といえる

だろう。自分の力不足をグライダーが補っ

てくれることはない。どんなスパイラルか

らも自動的に回復してくれると思ってはい

けない。

　すでにスパイラルを何度も経験している

ベテランパイロットでも、スパイラルに入

れるときは、状況次第でいつでも抜け出せ

るように飛ばねばならない。心身の調子に

よっては、ブラックアウト（脳に酸素が供給

されず気を失う）の危険がある。「今まで大

丈夫だったから今日も平気」と考えるのは、

あまりに浅薄だ。不調を少しでも感じたら、

絶対にスパイラルに入れてはならない。

 ■学習に終わりはない。

 ■自分の安全は自分で守る。

パラグライダーのスパイラルダイブ
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MPG日本記録更新、須藤彰の挑戦。
　8月4日、真夏の陽射しが降り注ぐ四国

でモーターパラグライダー（パワードパ

ラグライダー）の無着陸直線距離飛行の

日本記録が更新された。

　愛媛県松山市重信町の重信町公園グラ

ウンドから、徳島県鳴門市瀬戸町の鳴門

カントリークラブまで、168.46km。この距

離を5時間8分で翔破したのは、千葉県の

須藤彰さん。新記録樹立で立ち止まるこ

となく「挑戦」を続けたいと語る須藤さん

の眼には、何が映っているのだろう。

■公式日本記録の更新、おめでとうござ

います。いきなりですが、なぜ記録に挑

戦するのですか。
須藤　飛んでいる皆さんに記録飛行のお

もしろさを知らせたい、それから社会に

スカイスポーツをアピールしたいから、

ですね。ひとりで楽しむより、みんなで楽

しみたい。じゃ、記録を作れば、それを超

えることをひとつの目標に、皆さん頑

張ってくれるんじゃないかな、と思って

……最初はそういう気持ちでした。実際

に動き始めてみたら、けっこうたいへん

なんですよね。苦労して準備している時

に頭に浮かんできたのが、社会にアピー

ルするということ。モーターパラグライ

ダー（MPG）は、ただ楽しいだけじゃな

く、社会にスカイスポーツの素晴らしさ

を伝える道具でもあるんですよと、飛ん

でいる皆さんに言いたい、と。

■自信のほどは？

須藤　前回（2000年）146kmの記録を作っ

た時に、燃料を30ıº積んで16ıºぐらいし

か使わなかったんです。それで約3時間

半飛べたんで、今回は「もっと行けるな」

という確信がありました。しかし机上の

計画どおりにはいかないのが、自然の力

のすごいところです。燃料を使い切って

5時間以上飛んで、168kmで終わっちゃっ

た。計算どおりにうまくいかないことが、

つくづくわかりました。それだけ自然条

件に左右される「飛びもの」なんだと痛感

したと同時に、条件を考えてどうにかす

ればもっと距離をのばすチャンスがある

んじゃないかと感じました。

■具体的にはどんな条件が揃えば……

須藤　世界記録などを出している人たち
に聞くと、追い風を利用した飛行が大半

なので、今回もそれを利用しようとした

のですが、あまり風がなくてそれほど助

けにならなかった感じです。やはり夏場

より冬場の方が、大気密度の濃さ、上空の

風向きや強さにしても条件がいいし、そ

のへんをもっとよく勉強して利用すれ

ば、もっと記録をのばせると思います。

須藤　彰（すどう　あきら）
1990年、教えられる人もいない時代に独学でモー
ターパラグライディングを習得。95年、MPGで初
の東京湾横断飛行。96年には大島～平塚間約
70kmの洋上横断飛行に成功。2000年、千葉県で
146km飛び無着陸長距離飛行の日本記録を作る。
03年8月、日本記録を更新。JHF補助動力委員会委
員。千葉県在住。

どん塗り替えるような新しいチャレン

ジャーが出てきてほしい。それを僕は期

待したいですね、皆さんに。

■地上クルーの支えは心強かったですね。

須藤　皆さんの協力があったからできた

んだなと本当に実感しています。今回は地

元の千葉ではなく四国で飛びましたが、同

じスカイスポーツを愛好している人に

とっては、活動している地域が違うとか、

関係ないんですね。ひとつの場所に集まれ

ば皆仲間なんだという意識で、皆さん喜ん

で手伝ってくれたんです。まるで自分のこ

とのように熱心にやってくれるのがよー

くわかったんで、情熱ある人が多いんだな

と、すごく嬉しかったですね。

■たいへんだったことは？

須藤　記録を正式なものにするには、決

まりにきちんと沿った形にしなければな

らないんです。いろいろな手続きもある

し、使用する機材の登録もしないといけ

ない。空港関係とのやりとりもある。全部

自分で手探り状態でやってみて、本当に

たいへんでした。記録飛行のための手順

がマニュアル化されていませんから。公

式記録のほとんどは海外で出されている

んで、公認する航空協会でも慣れていな

かったりして。もっと気軽に挑戦できる

ようにすれば、やってみようという人が

増えるでしょう。今回、その道筋を少し作

れたかなという気がします。もちろん、記

録を狙う方がいたら、ノウハウを教えて

あげて、協力したいなとも思っています。

■テレビや新聞などで報道され、かなり

社会へのアピールができましたね。
須藤　千葉の通信社の方にチラっと話し

たら、全国規模のニュースになっちゃっ

て。そこが全国にニュースを配信してい

ると知らなかったんで、驚きました。ちょ

うど高校野球ぐらいしかニュースがない

時だったんで、いいタイミングだったん

です。報道の反響が思ったより大きかっ

たんで、またビックリ。全国から僕の家に

「飛んでみたいんだけど教えてもらえま

せんか」とか「どこでやってるんですか」

とか、連絡がたくさん来ました。まさに嬉

しい悲鳴というか……

■記録飛行では、特にどんなことが大切

だと感じていますか。
須藤　自然条件に大きく左右されるので、

気象状況をきちんと把握できるように、よ

く勉強しないと。それから、自分だけで飛

ぶのではなく、サポートの人たちの協力が

あってはじめてできることなので、サポー

ト状況も考えて挑戦の場所を設定したり、

コースレイアウトを考えたりしないとい

けませんね。ただ「飛びたいからあのへん

を飛ぶ」というのは無謀です。安全の確保

を第一に考え、サポートもしやすい計画を

立てるように努めないと。

　僕が記録を作ったことが口火になって、

皆さんに広がっていったらいいなと思っ

て、スカイスポーツの動きを興味津々で見

ているところです。とにかく、もっともっ

と盛り上がってほしいですよね。

8月6日には3000mへの到達時間と高度記録に挑戦。
飛行前に機材準備をする。記録樹立は成らなかった。

公式立会人の山崎勇光さん（左）と成功をかみしめる。
山崎さんは離陸後ずっと須藤さんを追尾していった。

8月4日16時すぎ。鳴門海峡が見える。しかし燃料を
使い果たし、写真中央のゴルフ場コース外に着陸。

 ●インタビュー

■当然、次も狙

うと。

須藤　今回の
成功に甘んじ

てはいけない

と思うんです。

それに、僕が記

録に挑戦を続

けることによっ

て、これをどん
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新団体設立の動きについて
JHF会長　朝日　和博

　パラグライダーの輸入販売やスクール

などを営む事業者の一部の方々が、パラ

グライディング新団体を設立しようとし

ています。JHFはこの動きに反対し、ひと

つの組織で力を合わせて活動すべく話し

合いを持ちたいと、先方に申し出ました

が、10月3日時点で話し合いは実現して

いません。

　この動きによって、当惑しているフラ

イヤーの皆様も多いと思います。JHFは

皆様がこれ以上混乱することのないよ

う、また不利益を被ることのないよう、精

一杯努めていきます。皆様も今回の動き

を冷静にとらえ、さまざまな角度から考

えてみてください。

JHFはハンググライディング・
パラグライディングの統括機関

　JHFは、ハンググライディングを統括

する国内唯一の機関として1982年に発

足、活動を開始しました。1986年にはFAI

（国際航空連盟）がパラグライディングを

FAIスポーツと考えることに合意、パラ

グライダーはハンググライダーの一種で

あるとしました。JHFはこの決定を受け、

以後、ハンググライディングとパラグラ

イディングの組織として活動してきまし

た。設立当初から財団法人日本航空協会

の承認を得、1995年には、文部省（現文部

科学省）より公益法人の認可を受け、社会

的にも認知された社団法人となり、現在

に至っています。

意見の違いを乗り越え
皆で力を合わせて進んできた

　発足から20余年、JHFは常に「自由に飛

び続けること」のために、紆余曲折を経な

がらも、いろいろな考えを持つパラ・ハン

グ愛好者が自主的に話し合い、方向を決

定し、力を合わせて前進してきたのです。

　フライヤーがひとつのまとまりの中で

大いに議論し、切磋琢磨していくことは、

愛好者減少が続く昨今、特に必要なこと

だと思います。いま組織が分裂したら、ど

んなメリットがあるのでしょうか。皆が

一丸となるべきときに、分裂によってこ

のスポーツが被る損失は、はかり知れま

せん。

　また、同じ空域を飛んでいるパラグラ

イダーとハンググライダーを別々の団体

が取り仕切ることは、事故増加につなが

る恐れがあります。JHFと新団体、別々の

技能証も混乱のもとですし、一部の事業

者が興す組織は「公平中立」を欠く心配も

あると思います。

本当に望まれる連盟に
JHFは変わろうとしている

　新団体設立の動きに至ったことを考え

ると、JHFも反省すべき点があります。こ

のスポーツの活性化、フライヤーへの

サービス向上、事故撲滅などの課題に取

り組んできたものの「めざましい成果」を

上げていない部分があるからです。

　しかし、JHFは確実に変わろうとして

います。名実ともにフライヤーのための、

そして社会に貢献する組織として、より

充実した事業を行うために、前へ前へと

目を向けています。活性化対策委員会を

はじめ多くの方々のご意見を伺い、フラ

イヤーが本当に望むことを考え、ひとつ

ひとつ問題を解消していこうとしている

のです。

定款を改正し
組織の体質改善をはかる

　変わろうとしている実例をいくつか、

ここにあげましょう。

□定款の改正：業者の参画

　現定款では、パラ・ハング関連会社の経

営者や役員はJHFの理事になれません。

しかし、このスポーツの発展に「業者」の

皆様の力を発揮してもらい、前述のよう

に一丸となって前進するために、定款を

改正し、関連事業の経営者や役員でも理

事に就任（立候補）できる途をひらこうと

しています（2004年3月のJHF総会で議

案に上程の予定）。

□定款の改正：連盟名称の変更
　FAIの規定では、パラグライダーはハ

ンググライダーの1クラスに定義されて

いますが、社会一般にパラグライディン

グが知られており、パラグライダーフラ

イヤーからの要望も多いため、「パラグラ

イディング」を連盟名に付け加える方向

で動いています。

□教員の再教育

　教員技能証の更新時に、更新講習会へ

の参加を義務にし、教員のレベルアップ

をはかろうとしています。現在、実施方法

について、JHF正会員・常設委員会委員の

意見を収集しており、2004年春から義務

化に向けて体制を整えていきます。

□保険の充実
　フライヤー会員は自動的に第三者損害

賠償保険に加入になります。それとは別

に、任意加入の傷害保険を、また、教員の

ための補償制度を準備中です。年内また

は2004年はじめ頃にスタートの予定でい

ます。

□事業・予算の見直し

　現在、来年度予算案を編成中ですが、以

前より事業を整理し、安全関連事業を最

重要とし、予算を配分する案を作ってい

ます。また、JHFの姿勢に同調する日本パ

ラグライダー工業会から、普及・発展のた

めの意見をいただき、事業・予算案編成の

参考にしています。

□情報提供

　限られた予算で、より有効な広報を行

う方法を協議しており、来年度から実施

したいと考えています。現在もJHFホー

ムページを充実させる努力を続けている

ところです。

　以上、新団体設立の動きに対するJHF

の考え、よりよく変わろうとするJHFの

活動についてお知らせしました。

　今後、フライヤーのための組織がどの

ような方向に進んで行くかを決めるの

は、フライヤーの皆様ひとりひとりの判

断と行動にかかっています。

　皆様ひとりひとりのご賢察をお願い申

し上げます。

　　　　　　　　　　　2003年10月3日

■経過（10月3日現在）

9月11日：
　伝聞により新団体設立の動きを知り、

設立発起人に「話し合い」を文書で申し出

る。

9月19日：

　「新団体参加願い」の配布を受けて、こ

れに反対、抗議する内容証明文書を発行

する。

9月25日：
　話し合いの場に出席できないとの返信

文書を受け取る。

9月26日：
　再度、新団体発起人へ話し合いを求め

る文書を発送する。
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　JHFの舵取り役である理事一人ひとり

に、どんな組織をめざして活動している

のかを聞きます。第2回は、理事4期目、事

務局専従の常任理事、関谷さん。補助動力

委員会、安全性委員会（サブ）、広報出版

部、国際技能記章事業、予算編成を担当。

国際ハンググライディング委員会（CIVL）

の日本代表委員でもあります。

□専従理事としての主な仕事は？
　まず理事会関係。開催の段取りをして、

審議・協議の準備をし、決定事項を正会員

やフライヤー会員に伝達します。会長代

理として会計や業務の決済もします。年

間計画に沿ってきちんと事業ができてい

るか確認して、滞りなく進むように気を

配るのは大切な仕事です。また、対外的に

は、日本航空協会との様々な調整、文部科

学省とのやりとり、体育協会への働きか

け、警察への対応などにあたります。ま

た、事務局長とともにいろいろな問い合

わせにお答えしています。

□担当の国際技能記章については？
　これは国際航空連盟（FAI）の事業で、

日本航空協会（JAA）からJHFに移管され

たものです。パイロット技能証やIPPI

カードは、持ち主がソロフライトできる

という証ですが、国際技能記章は「50km

飛んだ」とか「5時間滞空した」とか数字で

飛行実績を証明します。もちろん世界共

通です。

　できれば来春にはJHFの検定会を開き

たいと考えていて、いま準備中です。記章

獲得の飛行で記録が出れば、それを公式

の日本記録にすることも、JAAとコンセ

ンサスがとれています。国際記章が皆さ

んのフライトの目標、一つの励みになれ

ばと思います。

□来年度予算の編成は？
　常任理事会（会長・副会長・常任理事）の

一員として、予算・決算編成作業を進めて

います。予算・決算のたたき台は10月18日

の理事会で協議し、12月9日理事会で審議

した後、正会員の意見を出してもらい、2

月11日理事会で再度審議して最終案に

し、3月15日の総会に上程する予定です。

　限られた予算をどのように振り分ける

か、いつも頭を悩ませるのですが、今回は

特に安全に関する事業を優先して予算を

組もうとしています。また、本当に必要と

よりよい組織をめざして ―― 理事に聞く［２］
常任理事　関谷 暢人

される連盟事業とは何なのかを見直して

いるところです。

□関谷さんが考える連盟の課題は？
　少し前までのJHF事務局は、会員証や

技能証の発行など事務レベルのことで手

一杯、他はボランティアに頼ることが多

く、動きも鈍いという状態でしたが、最近

はアクションが数段早くなりました。こ

れから、更に頑張ってフライヤー会員へ

のサービスや社会へのアピールを、もっ

と積極的にやっていかねばなりません。

　昨年、ドイツの連盟などを見てきまし

たが、安全対策や広報、渉外には専従ス

タッフが絶対に必要だと痛感しました。

何もかもドイツに倣う気はないけれど、

ボランティアでは、やはり限界がありま

す。予算に限りがある以上、すぐに実現す

るのは難しいかもしれませんが、専門的

な知識を持つ専従スタッフを事務局に置

いて、次の段階にステップアップできる

ように変えていかないといけません。

■2003年度第3回JHF理事会

　2003年8月26日（火）13時～17時　JHF事務局

会議室　出席理事：朝日和博、荒井稔、伊賀隆

一郎、下村孝一、関谷暢人、瀬戸口裕郎、宮田富

由　出席監事：對馬和也　欠席監事：宮川雅博

　（出席理事7名で定足数を満たし成立）　　

議長：関谷暢人

□審議事項1：連盟名称改訂、定款改正及び教

員更新の新制度について

　下記の事項について、正会員・常設委員会の

委員から意見を集める（アンケート）ことに

なった。これを10月に回収し、来年の3月総会

または6月総会に上程できるように進めてい

くことになった。

ａ. 定款改正

定款第13条（役員の選任）を改正し、ハンググラ

イダー・パラグライダーの製造、輸入、販売、ス

クーリングなどをする会社の役員が、JHF役員

選挙に立候補し選任される道を開く。

理由：文部科学省のガイドラインの枠内で、業

界関係者の専門的な経験・知識を連盟活動に

活かしてもらうため。

ｂ. 教員更新の新制度

　教員技能証の更新の際、更新講習会の受講

を義務とすることが課題となっていた。また

一方では、更新にあたっての教員の負担を軽

減してほしいという要望も強かった。これら

を総合的に考えて、新たに教員教習委員を設

けてはどうかという提案。これが実現すれば、

各都道府県に教員教習委員を育成し、各県連

盟で更新教習会を実施することができる。

ｃ. 連盟名称の変更

　ハンググライディングとは専門的には、ハ

ング・パラ双方を意味する言葉だが、一般には

わかりにくく、以前からパラの名称も反映し

たものにすべきとの要望も強かった。諸外国

でもハング＆パラグライディングの名称が主

流となっている状況を踏まえて、名称を変更

する提案。

□審議事項2：国際技能記章申請料の決定につ

いて

　国際技能記章の申請料金を、銅章3,000円、銀

章8,000円、金章10,000円、ダイヤモンド章各

15,000円（人口ダイヤなら各5,000円）とするこ

とに決定した。

□協議事項1：JHF法人設立10周年記念事業の

提案について

　来年6月にJHFは社団法人となって10周年を

迎える。そこで、6月の通常総会に合わせ略式

の記念式典を計画することになった。これま

でJHFに貢献されてきた方々への「宮原賞」授

与も、同時に行うようにする。

□協議事項2：JHF2004年度事業・予算の基本

方針について

〈事業方針〉

１. これまで以上に事故対策に重点を置いた事

業計画を作成する。

２. フライヤー、一般社会へのアピールを強化

するために、広報出版関係を強化する。

〈予算方針〉

１. 事故対策費の予算を増強する。

理事会 
   ダイジェスト 
理事会 
   ダイジェスト 

２. 会員拡大のための、目玉となる予算枠を設

ける。

３. シーリングを設けて一律削減し、重点的な

予算配分を行う。

４. 各委員会事業の統合・効率化により予算削

減する。

＊以上協議されたことは、今後の理事会の審

議事項となり、具体的に決定される。

■2003年度第4回JHF理事会

　2003年9月25日（木）13時～17時　JHF事務局

会議室　出席理事：朝日和博、荒井稔、下村孝

一、関谷暢人、宮田富由　欠席理事：瀬戸口裕

郎、伊賀隆一郎　欠席監事：宮川雅博、對馬和

也（出席理事5名で定足数を満たし成立）　議

長：関谷暢人

□審議事項 1：11月教員検定会の延期について

　日程が迫っているにもかかわらず教習検定

委員会からの報告がない。教習検定委員であ

る小野寺氏・半谷氏・谷田氏がパラグライダー

新団体の発起人に名を連ねており、教員検定

会がスムーズに実施できない可能性がある。

そのため11月に実施予定だった教員検定会を

延期することになった。日程を組み直し、年度

内に開催する。

□協議事項1：日本パラグライダー協会設立に

対する対応について

　JHFとしては、あくまで分裂を避けるため、

新団体設立の発起人に話し合いを求めていく

ことになった。また、これまでの経過を、正会

員、スクール、教員に詳細に報告し、意見を求

めること（アンケート）で全員了承した。
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群馬県ハング・パラグライディング連盟 
事務局長　佐藤　満 

県 

連 

だ 

よ 

り 

フライヤーが望むことを考えて。 

■安全講習会に多数の参加
　6月22日（日）、群馬県利根郡片品村丸沼

高原ゴンドラエリアで、群馬県ハング・パ

ラグライディング連盟安全講習会を、丸

沼高原エム・バーズパラグライダース

クールのご協力を得て、開催いたしま

した。

　この講習会は、当連盟の正会員や群馬

県内のエリアでフライトしている一般フ

ライヤーを対象にしたものです。講師は、

3月のJHF主催の指導者講習会に参加し

ました当連盟の理事長、伊尾木氏と、同じ

く前理事長の田部井氏。JHF講習会で実

施された内容を、一般フライヤーに

フィードバックすることを目的として行

いました。

■連盟・スクール活動維持のために
　最近は、経済状況の悪化に伴って、県内

のスクールにやって来るパラグライダー

体験のお客様や、エリアにフライトに来

るフライヤーの数も減少しているようで

す。ただこれはパラグライダー界に限ら

ず、スキー・スノーボード・ダイビングや、

一時かなりの人気があったラフティング

などのアウトドアレジャー業界は同様の

動きのようです。

　連盟関係者、そしてスクール関係者は

フライヤーやお客様がどのようなことを

望んでいるのかをしっかり分析していか

ないと、連盟活動そしてスクール活動も

維持していくのが難しくなるのではない

かと切に考えさせられる次第です。

　我々の元締めであるJHFは、全国のフ

ライヤーの知恵が集まり、緩やかでは

あっても、時と共に柔軟にそのシステム

を対応させ育て上げて来た組織ではない

かと思います。たまたまある時代に突出

した者がいたとしても、それはせいぜい

長くて10年。やはり50年・100年先のスカ

イスポーツ界を見据え、今後もフライ

ヤーのためのJHF活動を期待いたしま

す。

■群馬県連盟へのご連絡は
県連事務局

TEL.0278-58-4840　FAX.0278-58-4840

E-mail:ghf@h9.dion.ne.jp
写真3点とも安全講習会を行った丸沼高原ゴンドラエリア。

　当日はお天気にも恵まれ、30名

もの参加をいただきました。まず

午前中はパラグライダー体験用の

緩やかな斜面を使用し、安全なテ

イクオフとランディングの方法の

実地講習を、全員に数回ずつトラ

イしていただきました。そしてそ

の様子をビデオに撮り、実地終了

後の午後には、そのビデオを見な

がらの座学。フライト・指導経験と

もに豊富な伊尾木理事長の的確な

アドバイスや興味ある話に、質問

も多く、一日めいっぱいの講習に

もかかわらず、参加者全員、熱心

に、そして楽しく受講していただ

きました。

　群馬県連としては毎年、当県連

の会員さんを対象に親睦フライト

会などを開催してまいりました

が、それほどの参加者がありませ

んでした。そのような中、今年これ

だけの参加をいただいたというこ

とで、フライヤーの求める方向が

少しは実感できた思いです。
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県連ニュース 県連ニュース県連ニュース 県連ニュース 
■埼玉県ハング・パラグライディング連盟
［埼玉県連盟助成プログラムスタート］
　今年度も当連盟では、県連会員のため

の助成プログラムを開始しました。これ

はフライトエリアの協力を得て、県連会

員のフライト及び会員相互の親睦を目的

としたプログラムで、協力エリアにフラ

イトに行った時に会員への優遇をしてい

ただくものです。協力エリアは埼玉県内

の三ヶ所。スカイラブエリア「彩の国こま

ちパラグライダースクール」、仙元山エリ

ア「アホウドリクラブ」、長瀞エリア「長瀞

パラグライダークラブ」です。

〈助成プログラム〉
○彩の国こまちパラグライダースクール
　TEL.0493－67－1788

・ 31番号（埼玉県住在フライヤー登録

証所持者）提示者には、ビジターフラ

イト通常料金3500円を1500円に。

・ 埼玉県連会員証提示者にシャトル券

を2枚プレゼント。

○仙元山　アホウドリクラブ

　TEL.090－1695－4899（関根）

・ ビジターフライト料金を1000円割引

・ 月例会（第一日曜日のバーベキュー

パーティー)無料招待

○長瀞パラグライダークラブ
　TEL.090－3576－4161（塩野）

・ 31番号（同上）提示者には、エリア近

くの農協直売所での飲食・物品購入

に対して500円の補助。

助成期間は10月1日開始とし、エリア毎の

県連助成予算がなくなり次第終了とさせ

ていただきます。

　各エリアとも予約等の必要はありませ

んが、事前にエリアの風の状態、コン

ディョン等を問い合わせることをお勧め

します。詳細は各エリアまたはエリア管

理者にお問い合わせください。

　  　［記：事務局　塩野富士夫］

■神奈川県ハング・パラグライディング連盟
［パラグライダー体験会に延べ284名］
　前号でお知らせした「全国アウトドア・

マリンスポーツフェスタin神奈川PG体

験会」を9月7日・10月5日の両日、こどもの

国（横浜市）の牧草地で行いました。好天

に恵まれ、2日間で延べ284名の参加者と

76名のスタッフが参加。盛況な体験会と

なりました。ご協力いただいた皆様に県

連役員一同深く感謝いたします。

　大人の参加者には各自立ち上げとグラ

ハンを、子供たちにはサポート付きのミ

ニミニフライトを体験してもらいまし

た。体験会からスクールへ通い始める人

もおり、当連盟では今後もボトムを構成

する普及活動として、このような体験会

を実施してまいります。　［記：荒井　稔］

■石川県フライヤー連盟
［今夏一番の条件で仮装フライト］
　8月2日・3日、獅子吼高原で、パラグライ

ダーによる仮装フライトコンテスト「獅

子吼高原スカイフェスタ2003」が行われ

ました。当日は、開会式会場上空をハング

グライダー４機編隊によるオープニング

フライトを皮切りに、パラグライダーの

仮装フライトがスタート。この日のコン

ディションはこの夏一番、海風も入って

きて、大きく重い仮装もガンガン上昇し

ていく状況。見学者はいつもと違う仮装

パラグライダーを十分見ることができ、

皆さん満足顔でした。

　10月3日～5日には、同じく獅子吼高原

でハンググライダーの全国大会「22thデ

サントバードマンカップ2003」が開催さ

れます。この日には、800年の歴史を持つ

鶴来町「ほうらい祭り」があり、日中は大

会、夜はウエルカム・パーティー＆祭り

と、参加パイロットやスタッフにとって

は充実の秋のハンググライダー大会にな

りそうです。　［記：広報担当　倉　和彦］

■兵庫県フライヤー連盟
［スカイスポーツフェスティバルのお礼］
　2003年10月18・19日にさのう高原で当

連盟主催のスカイスポーツフェスティバ

ルを開催しました。フェスティバル運営

のお手伝い及びご参加ありがとうござい

ました。

　次回は、兵庫県国体のプレイベントと

して、東ハチ・ハチ高原ならびにハチ北高

原を中心に開催の予定です。内容につき

ましては、競技を中心にフリーフライト

等、各種のイベントを行います。

　　  　　 ［記：理事　西谷］

■徳島県ハンググライディング連盟
［県連イベントの報告・お知らせ］
○7月27日　パラグライダー勝浦大会が

　ベリーショートタスクで成立しました。

○8月3日　海部川清流祭りPG大会が実

　施されました。

○8月3～4日　吉野川フライインが実施

　されました。

○11月3日　徳島県連パラグライダー体

　験会を吉野川グラウンドで実施の予

　定です。

いい笑顔の入賞者たち。

各大会の詳細・最新情報は、当連盟ホー

ムページをご覧ください。

http://www.alles.or.jp/̃mukumoto/thf/

　　　  ［記：野田克彦］

■福岡県ハング・パラグライディング連盟
［矢岳高原ブルースカイフェスタ報告］
　8月24日、宮崎県えびの市・矢岳高原に

おいて、今年で13回目を迎える「矢岳高原

ブルースカイフェスタ」が開催された。こ

の大会は夏の恒例行事として開催されて

きたが、ここ3年は連続して台風の影響な

どで不成立になっていた。その鬱憤を晴

らすかのように今年は絶好のコンデショ

ンに恵まれた。

　当日は九州各地はもとより、遠くは大

阪から50名を超える選手が集まった。開

会式終了後からダミーの上がりも良く、

10時にゲートオープン。タスクは7.5km離

れたEゴールへの「ゴール・レース」。昼過

ぎに一時、中弛みがあったものの、ソアラ

ブルなコンデションは終日続き、19名の

選手がEゴールまで到達した。結果、ス

ピード勝負となり、20分を切る好タイム

をたたき出した福岡県・耳納の森山選手

が優勝を飾った。

［総合］

１位　森山　武美　フライング耳納

２位　小川　勝良　ＦＷフラッパーズ

３位　前川　克哉　クラブ９９

４位　高橋　　剛　日向ＰＧＣとんび

５位　野村　和弘　ウインドラブ

６位　角町　正彦　空豆

７位　鶴丸　敬明　佐賀フライヤーズクラブ

８位　越智　善治　飛遊人

［女子］

１位　山下　園加　ミノウ

２位　坂田　佳織　スカイクルーズ

３位　西原　美鈴　フライング耳納

　　　　　　　　　　［記：越智善治］

パラグライダー勝浦大会に参加の皆さん。

絶好のコンディションでスピードレース。
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ハンググライディング競技委員会

　秋も深まりそろそろ紅葉の季節です

が、皆様はいかがお過ごしですか。このレ

ポートが配布される頃には、以下の大会

が終了しています。

１. リジットハンググライダー日本選手権

　　　　　　　　　　 in Ibaraki 2003

２. 22ndデサントバードマンカップ2003

３. 2003ＨＧ日本選手権 in Ibaraki

結果はホームページにて随時発表してい

ますのでお楽しみに！

　ハンググライディングシリーズの2004

年度の受付を始めました。どしどし登録

してください。各大会で現地登録も受け

付けています。

　当委員会の情報はホームページでお知

らせしています。また、事務局にメールを

くだされば競技委員会インフォメーショ

ンをお送りします。

HG競技委員会事務局

安全性委員会

　今期（平成14・15年度）を振り返ります

と、実にさまざまな活動を猛スピードで

こなしてまいりました。まずMPGパイ

ロット技能証規程の設置があります。そ

れに伴う大規模な移行認定事業と、MPG

教員検定に相当する研修会の実施です。

　一方では手に負えなかった活動もあり

ます。現在、モーターハング・パラの現況

補助動力委員会
　現在、定款検討委員会のメンバーとし

て活動しております。この委員会で審議

した内容を正会員にご検討いただいてい

るところです。より良いJHFを築き上げ

るためにも、各都道府県連盟で活発な論

議をお願いいたします。

〈委員長の愚痴 〉

　この委員会は定員が5名なのに、たっ

た2名でもう4年が経とうとしています。

全国のフライヤーの皆さん、だれかいま

せんか～。　　　　［記：小林秀彰委員長］

制度委員会

　9月16日、東京都文京区シビックセン

ターで、機材リサイクルについてのセミ

ナーと委員会を開きました。

１. FAIの概要について阿部委員長より

説明があり、新たに環境に対する委員会

ができた旨説明があった。

２. ポリエステル繊維のリサイクルにつ

いて、帝人ファイバー（株）の森下氏から

最新技術の説明があった。

３. 事故報告について、秋田、静岡、九州に

ついては調査継続中。

４. 過去事故報告の基本データーベース

ができ上がり、運用し、データーを揃えて

いく。

５. 事故調査報告書の閲覧要望について

は、JHF事務局内で可能。ただし、コピー

持ち出しはできないものとする。

６. PG日本選手権に向けての機体登録審

査が終了した。

７. 活性化対策委員会からの答申への回

答説明があり、中間報告があった。

［記：幸路尚文委員］

パラグライディング競技委員会

　この原稿執筆時には、長野県白馬で日

本選手権大会が開催されており、競技委

員会から陪審員を2名（松原、曽我部）派

遣しています。3年連続で成立している

日本選手権が今年も無事成立することを

願っています。また日本選手権の会期中

に、来年度に向けて競技委員会を開催し

ルール上の細かな詰めを行っています。

　ジャパンリーグ大会は、世界選手権か

ら戻ってきているトップ選手達が出場し

ています。これらの選手は世界のトップ

として非常にレベルの高いレースを行っ

ています。海外の大会に出る機会に恵ま

れなくとも、こうした選手達と戦うこと

が皆さんのレベルアップにも繋がりま

す。そうしたことを意識しながらフライ

トしてください。

　秋の大会が天候に恵まれ、成立してゆ

くことを願っています。

　　　　［記：曽我部真人委員長］

E-mail:haku@effect-jp.net

http://jhf.skysports.or.jp/HG/

　［記：日下部はく委員長］

は、「多くの矛盾」と「統一性を欠いた状

態」にあることを承知しています。今期も

また、フライトモラルの広報（MPGフラ

イト手帳の発行）、MHG学科問題集の発

刊等に手が回らず、その点については深

く反省しております。

　今期最後の活動として「MPGメーリン

グリストの設立」を達成します。既にこの

記事が発行される時点では設置を完了し

ていることと思います。昨今の情報伝達

システムにのっとって、委員会ホーム

ページ「MPG Today」サーバ内に、MPG

パイロットを主体としたメーリングリス

トを構築する構想です。メーリングリス

トはご存知のように、登録者の1人がメー

ルを送信すると、すべての登録者にその

内容が同時配信される仕組みです。補助

動力委員会の広報にとって、欠かすこと

のできない可能性を感じ、MPG技能証体

系が分離独立した当初からの構想です。

　来年度は常設委員会改選の時期にあた

り、補助動力委員会も新しいメンバーを

迎え新たな活動を開始します。永年活動

され本年度をもってお辞めになる方もお

られます。来期は伝統あるJHF補助動力

委員へ、立候補される方が多数あること

を望みます。

　補助動力委員会正委員の定数はわずか

5名ですが、その活動は多岐にわたりま

す。従って理事会の選考から漏れた方が

いても、補助動力委員会は「その有志」を

活かすため「専門委員」として活動して頂

けるよう、慎んで理事会へご推薦申し上

げます。是非ご参画くださるようお願い

いたします。　　　［記：山崎勇光委員長］

　JHFには専門的な事業を担う常設委員

会・特別委員会があり、2004年3月31日に任

期満了による委員改選を迎えます。そこで、

委員としてハング・パラグライディングの

普及発展に力を貸してくださる方を募集し

ます。また、合わせて広報出版部のスタッフ

も募集します。好きなスポーツのために頑

張りたい方、ぜひ立候補してください。

□パラグライディング競技委員会
　世界選手権参加選手の選抜、日本選手権

への公式審判員の派遣、公認大会の審査、競

技ルール改定等を行う。

□ハンググライディング競技委員会
　世界選手権参加選手の選抜、日本選手権

への公式審判員の派遣、公認大会の審査、競

技ルール改定等を行う。

□教習検定委員会
　教員・助教員の育成、検定等を行う。

□補助動力委員会
　補助動力全般に関わる業務を行う。

□制度委員会
　JHF規程、制度の検討等を行う。

□安全性委員会
　ハング・パラグライディングの安全に関

わる業務を行う。機体登録の審査、事故調

査、事故統計調査等を行う。

□法務委員会
　法令、法学等に関わる業務を行う。

□選挙管理委員会
　JHF役員選挙に関わる全業務を行う。

□広報出版部
　会員、社会への情報提供を主に行う。

■立候補の締切り：1月9日（金）
■理事会で委員選出：2月11日（水）
■総会で新任委員報告：3月15日（月）
■立候補の方法：
JHF委員公募用紙に必要事項を記入しJHF

事務局宛に郵送してください。公募用紙は

JHFホームページからダウンロードする

か、JHF 事務局より入手してください。

■来期委員の任期：
今回募集する委員の任期は、2004年4月1日

から2006年3月31日までです。

常設委員会の委員・広報出版部のスタッフを募集します。
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空の情報いろいろ

ありのページ、そ
の名もアット・スカ

イ。 

いつでも心は空の
彼方というあなた

、必読！ 

もちろん寄稿も大
歓迎。 

大会報告、エリア
紹介、フライト自

慢、名物フライヤ
ー紹介、

JHFへの意見など
、どしどし送ってく

ださい。 

koho@jhf.skysp
orts.or.jp  FAX.

03-5840-8312

■国際技能記章　JHFが発行します。
　国際航空連盟（FAI）が制定する「国際

技能記章」を知っていますか。これは、全

世界共通の技能証明で、日本ではJHFが発

行します。JHF技能証やIPPIカードとは異

なり、課題の飛行を行ったことを証明する

ものです。課題をクリアしたと認められた

人には、一人ひとりの番号が付与された記

章（ピンバッジ）が発行され、永久にその

記録が保存されます。もっと飛行技術を磨

きたいというあなた、ぜひバッジ獲得に挑

戦してください。

　この課題飛行を行うときは、国際技能記

章検定員（現在は全国に約100名）の立会

いと、バログラフ（自記高度計）による飛

行記録が必要です。また使用するバログラ

フの検定登録など、事前の手続きもありま

すのでご注意ください。お問合せはJHF事

務局まで。また、レポート次号に記事を掲

載する予定です。

□記章取得条件（課題）

◇ハンググライディング

・FAI国際デルタ銅章

　１．15km以上の距離飛行

　２．または1時間以上の滞空飛行

　３．または500m以上の獲得高度飛行

・FAI国際デルタ銀章

　１．50km以上の距離飛行

　２．および1000m以上の獲得高度飛行

　３．および5時間以上の滞空飛行

・FAI国際デルタ金章

　１．300km以上の距離飛行

　２．および200km以上の目的地往復距離

飛行または三角コース距離飛行

・FAI国際デルタ・ダイヤモンド章

　（次の3種の各ダイヤモンド章とする）

　１．ダイヤモンド距離：500km以上の距

離飛行

　２．ダイヤモンド目的地距離：400km以

上の目的地距離飛行

　３．ダイヤモンド・クローズド・コース：

300km以上の目的地往復距離飛行ま

たは三角コース距離飛行

◇パラグライディング

・FAI国際イーグル銅章

　１．15km以上の距離飛行

　２．または1時間以上の滞空飛行

　３．または500m以上の獲得高度飛行

・FAI国際イーグル銀章

　１．50km以上の距離飛行

　２．および5時間以上の滞空飛行

　３．および1000m以上の獲得高度飛行

・FAI国際イーグル金章

　１．100km以上の距離飛行

　２．および5時間以上の滞空飛行

　３．および2000m以上の獲得高度飛行

・FAI国際イーグル・ダイヤモンド章

　（次の2種の各ダイヤモンド章とする）

　１．ダイヤモンド距離：200km以上の距

離飛行

　２．ダイヤモンド獲得高度：3000m以上

の獲得高度飛行

□申請料など

　バログラフ型式登録料：3,000円

　　＊日本航空協会の事業

　バログラフ個別登録料：1,000円

　　＊上記と同時の場合は免除

　飛行証明：1,000円

　HG/PG銅章申請料：3,000円

　HG/PG銀章申請料：8,000円

　HG/PG金章申請料：10,000円

　HG/PGダイヤモンド章申請料：15,000円

　　＊各章ごと　人工ダイヤは 5,000円

■JHFホームページ　英語版スタート。
　海外の人や日本在住の日本語を話さない

人にもJHFの情報を提供するための英語版

ホームページがスタートしました。まずは

日本で飛ぶための予備知識やエリア情報を

掲載。観光案内サイトにもリンクしていま

す。JHFホームページのトップページ右上

にある［ENGLISH］を選んでください。

　JHFホームページはFAIのホームページ

にもリンクされており、海外からのアクセ

スも増えていくでしょう。JHF広報出版部

では、英語版をもっと充実させること、他

の言語でのページも立ち上げることを計画

しています（次はハングルバージョンに着

手）。翻訳や情報収集・整理を手伝ってくだ

さる方をただいま募集中。飛行経験等は問

いません。JHF事務局までお気軽にご連絡

ください。

■2002年JHF活動実績　頒布します。
　2002年版の「ハンググライディング・パ

ラグライディング JHF活動実績」ができま

した。JHFの活動内容、フライヤー登録や

技能証発行の数、選手権の結果等を掲載し

た『白書』です。

　A4サイズ、78ページ。送料込みの頒布価

格500円。ご希望の方は、JHF事務局にお

申し込みください。

□JHFホームページ

　http://jhf.skysports.or.jp/

□JHF事務局

　TEL.03-5840-8311  FAX.03-5840-8312

　（電話は月～金曜日の9:30～17:30に）

　E-mail:jhf@skysports.or.jp

安全性委員会（JHSC）型式登録機
◆輸入パラグライダー　〈2003年9月16日登録〉
　◇PI-878 HISPO式 EDEL LIVE  S型 DHV 1-2GH 飛行重量75～95kg NP証
　◇PI-879 HISPO式 EDEL LIVE  M型 DHV 1-2GH 飛行重量80～105kg NP証
　◇PI-880 HISPO式 EDEL LIVE  L型 DHV 1-2GH 飛行重量100～125kg NP証
　◇PI-881 OZONE式VALCAN  S型 DHV 2GH 飛行重量65～85kg P証
　◇PI-882 OZONE式VALCAN  L型 DHV 2GH 飛行重量95～115kg P証
　◇PI-883 OZONE式VALCAN  XL型 DHV 2GH 飛行重量110～135kg P証
　◇PI-884 AIRWAVE式Magic  3-S型 DHV 2-3GH 飛行重量65～85kg P証
　◇PI-885 AIRWAVE式Magic  3-M型 DHV 2-3GH 飛行重量80～105kg P証
　◇PI-886 AIRWAVE式Magic  3-L型 DHV 2-3GH 飛行重量100～125kg P証
　◇PI-887 Gin GLIDER式BoomerangⅢ  S型 SHV COMPETITION 飛行重量75～95kg P証
　◇PI-888 Gin GLIDER式BoomerangⅢ  M型 SHV COMPETITION 飛行重量90～110kg P証
　◇PI-889 Gin GLIDER式BoomerangⅢ  L型 SHV COMPETITION 飛行重量105～125kg P証
　◇PI-890 NOVA式RADON  L型 DHV 2-3GH 飛行重量100～130kg P証
　◇PI-891 NOVA式AERON  M型 DHV 2GH 飛行重量90～110kg P証
　◇PI-892 FLYING PLANET式Whisper  S型 AFNOR PERFORMANCE 飛行重量65～82kg P証
　◇PI-893 GRADIENT式BLISS  24型 SHV PERFORMANCE 飛行重量70～85kg P証

◆輸入パラグライダー　〈2003年9月17日新規登録〉
　◇PI-894 FIREBIRD式Honet SP  S型 DHV 2GH 飛行重量65～85kg P証
　◇PI-895 FIREBIRD式Honet SP  M型 DHV 2GH 飛行重量80～105kg P証

　　　　　＊最新登録・プロトタイプ登録はJHFホームページ：安全性委員会のページでご覧ください。
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■新人戦2003 （学生　HG・PG） 
10月25日・26日　　山形県南陽スカイパーク

（十分一山）　　石橋里江子　 

TEL：090-6018-9549   

E-mail:misatorieko@hotmail.com 

■尾神岳スカイグランプリ（PG） 
10月25日・26日　　新潟県尾神岳　 

　〒949-3443新潟県中頸城郡吉川町下町

1126　吉川町役場産業課　 

TEL.0255-48-2311  

■平和カップ2003in広島 （HG・PG) 
11月1日～3日　　広島県神の倉山、荒谷山  

　HG：中川大志　TEL：0824-21-8734　 

E-mail：nakagawa.tai@mazda.co.jp 

　PG：〒731-0138広島県広島市安佐南区

祇園1-36-13大石ビル　広島市ハンググライ

ディング連盟 

TEL.082-875-8737　TEL.090-2294-9537 

FAX：082-830-1672 

E-mail：kojima@csys.hiroshima.cu.ac.jp 

URL:http://kannokura.dip.jp/peacecup2003/ 

■しらたかジャパンカップ（PG） 
11月1日～3日　　山形県白鷹スカイパーク 

　トントンとんび　TEL.023-672-6206 

E-mail:tontontonbi@muj.biglobe.ne.jp  

■西日本学生HG選手権大会 in 神の倉 
11月22日～24日　　広島県神の倉・荒谷山

フライトエリア　　林田拓己 

TEL.090-7394-9408 

E-mail:skylab_1025@hotmail.com 

■四国三郎ジャパンカップ（PG） 
11月22日～24日　　徳島県美馬町三頭山  

　〒790-0915愛媛県松山市松末1-10-29　

スカイスポーツCOSMOS　 

TEL.089-975-4766  

E-mail：cosmos@infomadonna.ne.jp 

■第9回スカイスポーツシンポジウム 
12月6・7日　　日本大学理工学部（駿河台

校舎　東京都千代田区神田駿河台1-18） 

（社）日本航空宇宙学会主催　JHFほか協賛 

＊ 誰でも参加可。参加費は一般1000円、 大

学生500円、高校生以下は無料。詳細はホ

ームページで。 

http://www.jsass.or.jp/web/ 

　　　　　　　　  schedule/sky_9.htm 

■第15回丹沢スカイグランプリ 
ハンググライディング大会 

ハンググライディングシリーズ対象 

フレキシブル・リジッドクラス 

総合およびチーム戦 

2004年1月10日～13日　　神奈川県秦野市 

横野・菩提地区（丹沢エリア） 

　山本剛　TEL：044-813-0127   

E-mail:yamamoto@mf.0038.net  

 

□最新情報はJHFのホームページでご覧く

ださい。http://jhf.skysports.or.jp/

場 連 は開催地、　　は連絡先です。予定は変更になる場合がありますので、お出かけの際は事前に必ずご確認ください。 
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カレンダー  

　　福井県選手権
8月10日

福井県　スキージャム勝山

［総合］

１位　黒田　義裕　　福井県　

２位　春山　永一　　福井県

３位　二上　　中　　福井県

４位　松田　善行　　福井県

５位　熊野　誠文　　福井県

６位　山下　繁樹　　福井県

７位　清水　崇宏　　福井県

８位　宮下　雅道　　福井県

★台風一過の好天の下、正午よりゲート

オープン。13kmのタスクを8名の選手がフ

ライト。徐々に発達してくる雲に、雲底が低

くなり日射が遮られサーマルが弱くなった

時間帯もあり、思うように進めない選手が

いるなか、黒田選手が34分でトップゴール

した。　　　　　　　　　［報告：高田昌平］

　　渥美半島横断レース
8月16日・17日

愛知県豊橋市高塚町　JPM高塚エリア

★大会両日とも雨天のため残念ながら中止

としました。　　　　　　［報告：森下英樹］

PG　　第13回猪苗代パラグライダーカップ'03
8月2日・3日

福島県耶麻郡猪苗代町　猪苗代PGエリア

［総合］

１位　村本　倫子　　千葉県 1137点

２位　鴇田喜代隆　　神奈川県 1045点

３位　伊藤　義明　　神奈川県 793点

４位　寺木　新一　　福島県 758点

５位　桜井　俊秀　　宮城県 732点

６位　吉原　　薫　　栃木県 683点

７位　塚原　隆信　　千葉県 642点

８位　吉原　紀子　　栃木県 615点

★初日、予報より早めに風向きが変わり、10

名がソアリングするも他の選手はぶっ飛び

状態になりタイムは全く伸びず、先にテイ

クオフした者が上位を占めた。地元選手は

ほとんど自滅。

　2日目、予報が西風に変わり早めのゲート

オープン。地元の選手は一発逆転をかけて

の牽制状態。他の選手は早めのテイクオフ

で高得点を獲得した村本選手が、初日3位か

らの大捲りでみごと優勝した。

  ［報告：山口幸雄］

PG

大会報告  

PG

　　2003尾神岳

      Paraglider Student Championship

8月21日・22日

新潟県中頸城郡吉川町　尾神岳エリア

［1st］

１位　及川　　了　弘前大学 1000.0点

２位　寺尾　有貴　東京電気大学 826.6点

３位　小林　　泰　中央大学 650.1点

４位　間辺　恭平　日本大学 625.5点

５位　木下　　悟　筑波大学 618.5点

６位　山下　広輔　武蔵工業大学 578.9点

７位　村上　亜季　中央大学 441.6点

８位　生神　美佳　弘前大学 173.3点

［2nd］

１位　佐藤　昭平　明治学院大学 1588.2点

２位　おとめ陽平　大阪大学 1529.1点

３位　笠井　智子　筑波大学 1346.5点

４位　吉田　昌史　筑波大学 1161.3点

★大会初日、午前中は雨がぱらついていた

が、時間がたつにつれ晴れ間がさし、真夏の

コンディションとなった。1stクラスは10.3km

のタスクが組まれ、ほとんどの選手がゴー

ルを決めた。2ndクラスは、佐藤君とおとめ

君との熱い戦いとなり、わずか3分差で佐藤

君に軍配が上がった。

　2日目は条件が悪く、1stクラスではミニ

マムをクリアした選手が無く不成立。2nd

は吸い上げで粘った笠井君が1位に輝いた。

　［報告：石毛龍介］

  JHFスクール登録　［新規登録］

■No.113　エアウイングパワードパラグライダースクール　MPG
　http://www7.ocn.ne.jp/̃airwing/

　〒350-0143 埼玉県比企郡川島町出丸中郷2040　TEL.&FAX.049-297-9009

PG
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　寒い日が続くようになってきましたが、

皆さんどのように過ごしていますか？　飛

べれば寒さなんて関係ない？　さっすがで

すね！　まだまだ年内にイベントもあるの

でぜひぜひ参加してみてくださいね！

［11・12月のイベント］
□西日本学生HG選手権IN神の倉

　11月22日～24日  神の倉・荒谷山エリア

□中国学連冬合宿

　12月13・14日  神の倉・荒谷山エリア

そんなわけで、第２回目の地区学連の紹介

は中国学連に担当してもらいます。

●地区学連紹介
　こんにちは！中国学連です。中国学連は主

に山口大・山口県立大のSKY DUSTと広島

大ハングのTAKEOFF MANIA、パラの

TeamP'sで活動しています。

　山口は、夏は海が見渡せる大島、冬は高照

寺エリアで飛んでいます。広島は神の倉・荒

谷山で飛んでいます。大学が少ないことも

あって、イベントや大会の度に集まるので、

かなりフレンドリーな雰囲気ですよ。特に山

口の人はイベントになると燃える人が多い

学連だよ！全員集合！！
ので、毎回すごく盛り上がっています。

　そして今年の冬はなんと、11月に西学選、

12月に中国学連冬合宿が、いずれも神の倉

エリアで開かれることになりました！　あ

らゆる風向に対応しているフライト確率の

高いエリアなので、ぜひぜひお越しくださ

いー！　去年同様、広島名産の新鮮なプリプ

リのカキをたくさん用意してお待ちしてお

りまーす。“うちのエリアは冬は無理だから

…”と諦めているあなた、このチャンスを活

かさない手はありません！　まあ、いっぺん

来てみんさーい！　中国学連はいつでもあな

たをお待ちしております。

●夏のイベント
　もうすっかり寒くなってしまいました

が、今年の夏も様々な場所で合宿や大会が

開かれ、例年に負けない盛り上がりを見せ

ました。ここでは主に8月に開かれた「中国

学連夏合宿in大島～ちっちゃいけど大島よ

ろしくのんた～」の報告をしてもらいます。

　　　　　　　　　＊

　夏が来た。今年は他の大会とかぶってし

まったため、さみしい合宿になるかと予想

していたが、各地から驚くほどたくさんの

方が来てくださった。合宿は3日間ずっと

天気に恵まれ、朝から海に入る人、昼間は飛

び飛び、夜は海辺でBBQ…恒例のイベント

（？）もはじまり、美しい星空なんてお構い

なしのフライヤーたちであった…暑く、そ

して熱くみんなで楽しんだ夏合宿。 来年も

よろしくのんた！！

　　　　　　　　　＊

　また、今年はあぶくまエリアで、あぶくま

洞開設30周年ということもあって、初めて

の東日本HG学生選手権が開催されました。

スケジュールが合わなくて参加できなかっ

た人もいたかと思いますが、大会もレセプ

ションも盛り上がり、楽しく終わることが

できたようです。来年の夏も今年同様たく

さんのイベントをやるので、多くの人の参

加を待ってまーす！

■学連への連絡は……

「学連に加盟したい！」や「もっともっと学連

のことを知りたい」などといった学連への

意見や応援メッセージはこちらまで。

   林田拓己（広島大学3年）

   e-mail：skylab_1025@hotmail.com

　飛行中にスナップ撮影して、後日その被

写体となった方に撮影した写真を渡す。皆

さんも少なからず経験されていることだと

思います。どんな写真であれ、自分が被写体

となっている写真をもらうことは嬉しくも

あり、ちょっと気恥ずかしいもの、だと思い

ます。

　フライヤーならば、1枚や2枚はそうして

得た写真を家や職場に飾っているのではな

いでしょうか。かくいう私も例に漏れずそ

の口で、部屋や職場に写真を飾り、見る度に

その時のフライトを鮮明に思い出します。

最近はデジカメが増えてきているので、パ

ソコンの壁紙にされている方も多いので

は。モニタに向かってニンマリしてません

か？

　さて、今回被写体として登場頂くのは、

ホームエリアの丹沢、松田で良くご一緒さ

せていただいている多賀さんです。空とグ

ライダーしか写っていない写真ですが、撮

影は夏の定番、長野エリア、栂池でのフライ

ト時の一コマです。ランディング手前の尾

根上空で高度を稼ぎ、岩岳へと向かう間、翼

端を擦り合わせんばかりに接近したり、互

いに写真を取り合いながら

進んでいきました。この日

は雲底はさほど高くはな

かったのですが、移動には

十分な高度が取れ、八方、五

竜と周遊できた楽しい一日

でした。

　ホームエリアでのフライ

トでも多賀さんとは絡んで

飛ぶことが少なくなく、こ

れまでにも多く被写体に

なっていただきました。こ

の写真の撮影時もそうです

が、撮影していることを

解ってもらえると撮る側は

すごく楽なのです（このシ

リーズ最初に登場いただい

た松永さんの時もそうでし

た）。安定した状態の中での

トランジットだったので尚

更でした。自分のグライ

ダーを入れた構図にするこ

とも落ち着いてできまし

た。

　多賀さんが被写体になる

時は大抵の場合、私も被写

込山　茂 （こみやま　しげる）

毎週末、天気さえ良ければ丹沢や松田、その他
飛べるエリアに出没するパラジャンキー。コン
ペには出ないサンデーフライヤーだがXCフラ
イトは100Kmオーバーも記録する。飛び始め
て早16年以上経つ。

ファインダーの 
向こうに  〈１〉 

 

 
 

新連載 
 

〈4〉 

 

 
込山　茂 

ファインダ
ー 

の向の向こうに
  

 

ファインダ
ー 

の向こうに
  

 

〈4〉 

 

 

体になっています。実はこの時に撮っても

らった写真は、職場を飾る一枚になってい

るのです。カメラを持って飛ぶことはとて

も楽しいのですが、自分では飛行中の自身

の姿を写すことができない悩みがありま

す。自分の写真を撮れないだけに、もらった

ときの嬉しさは格別なのです。
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　会社を卒業するにあたり、未体験のこと
に挑戦したいと思い、パラグライダーを始
めました。危ないからやめたらと周囲の忠
告もありましたが、リスクがあるから更に
克服しようと努力していますし、難しいか
ら面白いです。はじめは体力的にも苦労が
多かったのですが、上達するに伴ってコツ
がわかってきました。毎日のようにグラン
ドハンドリング練習をし、今ではグライ
ダーが体の一部と思えるほどになってき
ました。
　ホームエリアは長野県須坂市の妙徳山と
菅平高原ですが、P証も手に入れたので、
ワールドカップの行われたエアパークCoo
や温泉も楽しめる伊豆方面のエリア、富士
山の見える朝霧高原エリアも行ってみたい
と考えています。また、アルプスの美しい
国々でのフライトも体験したいものです。
　飛び始めるため基礎体力作りをしていた
ので、現在は体脂肪及び体重も減り快適な
状態です。健康管理面からもフライトの継
続がMustになっています。若さは年齢で
はなく精神力。常に目標を掲げ前進するこ
とが大切です。「やればできる」、「継続は力」
をモットーに今後も努力していきます。

小村　宰史さん
（こむら　　しょうじ）

空のかお
その52

8月・9月のパイロット証取得者 （敬称略　数字は認定日） 

パラグライディング
8/1 河毛　早苗
8/1 高浜　晴美
8/1 中嶋　康男
8/1 三原　俊也
8/1 石井　本男
8/1 小林　くみ
8/1 藤倉こずえ
8/1 長崎　光司
8/1 西村　信昭
8/1 中尾小百合
8/1 平緒　正壽
8/4 楢原　崇伴
8/4 佐々木康夫
8/4 宮本　好之
8/4 矢田　真之
8/4 木村　舎人
8/4 清澤　厚巳
8/4 森　　寛子
8/6 西尾　宏治
8/6 福田　隼士
8/6 浦野福次郎

8/8 野口　勝也
8/8 石毛　龍介
8/12 中山　　茂
8/12 長沼　誠一
8/18 棚沢　善昭
8/18 高橋　光要
8/18 四方　陽明
8/20 鶴岡　　智
8/20 澤田　　健
8/20 池澤タカオ
8/21 亀田　　通
8/21 井達　博美
8/27 横内　　努
8/27 杉原　幸代
8/27 河合　利広
8/27 住吉　唯史
8/27 内山　美紀
8/27 生神　美佳
8/27 田沢千鶴子
8/27 小島　美香
8/27 塚原　幸雄

連絡ノート 

JHF
フライヤー 

■年末年始は業務を休みます
　JHF事務局は、2003年12月27日（土）から

2004年1月4日（日）まで、業務を休みます。お

問い合わせや技能証の申請等は早めに済ま

せてくださるようお願いします。

■各種申請・注文用紙はHPから
　JHFへの各種申請用紙及び注文用紙は、

ホームページ（事務局からのお知らせ／各

種申請・注文用紙）から入手できます。ぜひご

利用ください。但し、フライヤー会員申込書、

技能証申請用紙だけは、お手数ですが同じ

くホームページから注文用紙を入手して、

JHF事務局にオリジナルの用紙をご注文く

ださい。

■教員・助教員技能証の更新
　JHF教員・助教員技能証の更新の時期にな

りました。該当する方には必要書類をお送

りしますので、年内に手続きを済ませてく

ださい。

■フライヤー会員証が届かない場合
　フライヤー登録の更新の際、会費を振り

込んでから2週間以内にお手元に会員証が

郵送されない場合は、できるだけ早く事務

局にご連絡ください。

■制度委員募集中
　JHF常設委員会のひとつ、制度委員会の委

員を募集しています。現在同委員会はたっ

た2人で活動中。ぜひ、あなたの力を貸して

ください。任期は2004年3月31日まで。ご連

絡は事務局にお願いします。

■氏名・住所等が変わったら
　お名前やご住所が変わったら、すぐ事務

局にお知らせください。ご連絡がないと、

JHFレポートをお届けできません。変更は

JHFホームページからもできますので、ご活

用ください。

■登録更新はコンビニ送金もできます
　フライヤー会員登録更新時の会費振り込

みは、コンビニエンスストアまたは郵便局

で。ただし、住所等の変更がある場合は、郵

便局からお振り込みください。コンビニで

は変更の受け付けができません。

□JHF事務局
　TEL.03-5840-8311  FAX.03-5840-8312

　（電話は月～金曜日の9：30～17：30に）

　E-mail:jhf@skysports.or.jp

JHFホームページもご覧ください。
http://jhf.skysports.or.jp/

i-MODE(NTT DoCoMo)　http://jhf.skysports.or.jp/mobil/i/index.html
J-SKY(J-PHONE)　http://jhf.skysports.or.jp/mobil/j/index.htm
EZweb(au DIGITAL,au cdmaOne,TU-KA) http://www.d2.dion.ne.jp/̃haku/jhf/ez/index.wml
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●編集を終えて
　夏が終わりました。冷夏とはいえ、やはり夏は暑いもの。
様々な大会が各地で行われ、多くの選手が熱い戦いを繰り広
げました。季節は変わりましたが、夏同様熱いフライトを！く
れぐれも事故には気をつけて。　 JHF広報出版部　小u一貴

8/29 五島　　淳
8/29 米澤　　実
8/29 古山　正明
8/29 木村　正仁
8/29 三浦　高夫
8/29 井口　剛志
8/29 印南　　学
8/29 今村　壮一
8/29 盛田　正明
8/29 菊池　義行
8/29 大滝　義信
8/29 田村　行雄
9/2 川島　原理
9/2 伊藤　善規
9/2 安田　俊広
9/2 宮本　伸生
9/2 阿部　浩昭
9/2 南澤　宏和
9/2 高橋　俊勝
9/2 Ａ．フォルディン　セリオ
9/3 貴島　弘一

@sky

9/3 栗島紀久子
9/3 清水　志郎
9/3 齋藤千恵子
9/3 小村　宰史
9/5 志比田聡子
9/5 岩田　明美
9/5 山本　良文
9/9 鴨　　　等
9/9 平川　忠司
9/9 城ヶu良文
9/10 平野　定司
9/12 中田　　淳
9/12 柳沼　崇志
9/12 江刺ひろ子
9/12 鈴木　誠司
9/12 柿本　満博
9/17 辻　　克己
9/17 槇　　秀樹
9/19 蓬莱　美里
9/19 峰岸　栄一
9/24 梶　　幸基

登録年数 

 
技能証種類 

8月の 
発行数 

9月の 
発行数 

9月30日まで 
の発行数累計 

A証  5（1） 
6（1） 
4（0） 
2（0） 
1（0） 
0  
2（0） 

18（3） 
15（3） 
8（0） 
2（1） 
0       
4（1） 
0      

12,313 
11,880 
7,139 
5,064 
32 

1,224 
52

B証 
C証 
P証 
補助動力証 
XC証 
タンデム証 

ハンググライディング 

 
技能証種類 

8月の 
発行数 

9月の 
発行数 

9月30日まで 
の発行数累計 

A証 173（47） 
101（35） 
75（17） 
54（12） 
0  
17　（3） 
12　（0） 

 
1　（0） 

142（43） 
70（19） 
57（19） 
42　（9） 
0　  
15　（3） 
14　（3） 

 
16　（2） 

48,936 
43,673 
11,482 
20,496 
867 

4,321 
903 

 
241

B証 
NP証 
P証 
補助動力証 
XC証 
タンデム証 

モーターパラグライディング 

P証 

パラグライディング 

8月の登録数 9月の登録数 9月30日現在の有効登録数 7月31日現在の有効登録数 
1年 719 

514 
1,233

803 
503 
1306

 
3年  
合計 18,73219,060

9月30日までのフライヤー会員登録数 

8月・9月の技能証発行数      （　）内の数字は発行数中の女性の人数です。 
 

＊訂正：（　）内の数字は発行数中の女性の人数です。 

ハンググライディング
8/6 田中　清治
8/8 桜井　　昇
9/1 田中　元気
9/25 磯　千栄子

9/24 小浦　義一
9/24 垪和　　茂
9/24 真原　隆治
9/24 木村　利子
9/25 浅井　国広
9/25 渡辺　朋紀
9/26 垂水　伸輔
9/30 渡邊　芙久
9/30 北村　太郎
9/30 工藤　大輔
9/30 石田　千夏
9/30 菊地　勝彦

レポート＆HPにご意見を

　JHFレポートやJHFホームページへ

のご意見・ご要望を事務局広報出版部に

お寄せください。もちろん、JHF全体へ

のご意見も大歓迎です。

FAX.03-5840-8312

E-mail:koho@jhf.skysports.or.jp


